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鬮
景
氣
の
循
環
的
變
動
の
原
因
に
關
し
て
は
或
は
之
を
金
融
側
に
求
め
或
は
財
貨
側
に
求
め
る
等
論
者
に
ょ
り
區
々
た
る
を
免
れ
な
い 

が
、
現
代
の
經
濟
狀
勢
ょ
り
見
る
な
ら
ば
排
他
的
に
何
れ
か1

方
に
依
存
ず
る
事
は
不
愼
重
な
る
態
度
で
あ
り
又
實
際
に
於
て
は
不
可 

能
に
近
い
ひ
從
つ
て
何
人
も
一
方
に
於
て
現
ft
罾
ホ
生
義
經
濟
i

の
一
の
有
力
な
る
特
質
と
し
て
の
金
融
組
織
の
發
展
を
認
め
る
と 

同
時
に
、
他
方
に
於
て
近
代
的
坐
產
過
程
の
種
々
か
る
特
徵
を
把
握
す
べ
き
で
あ
ら
ぅ
。
斯
か
る
勝
微
の
最
も
重
要
な
る
も
の
と
し
て 

吾
人
は
第1

H

多
數
財
貨(

資
本
設
備
、
原
料
及
完
成
消
費
財
を
含
む)

の
永
續
性
、
第i

1

に
生
產
期
間
の
延
長
.
.
：
そ
れ
は
激
測
の
利 

景
氣
循
環
迖
商
品
貯
藏
跫
の
關
係 

-

O

S

.
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瓜
忙
扪
を
作
業
針»

を
必
要
と
し
、.-
.

又
$

狀
勢
$

# .

化
ぬ
對
ず
る
坐
產
の
直
接
的
適
應
を
不
可
能
啟
ら
し
め
る

0

.第
三
に
命
業
の
無 

統
制
:'
:

:

各
個
の
企
業
家
ば
他'の
生
產
者
の
評|
!

及
彼
等
が
旣
広
蓄
積
し
た
商
品
貯
藏
量
を
無
視
：し
で
自
己

0

訐
書
を
遂
仏
す
る
事
實 

等 
b

擧 S
：

得
石 
o(

蝕

1V
V

.

.

' 

- 

■ 

.

. 

.

. 

,

‘
從
つ
.で
»
如
る
經
濟
組
.織
に
於
セ
安
定
し
た
生
產
萵
?:
-
獲
得
す
る
具
體
的
手
段
と
1>
.で
：見
出
さ
れ
た
も
.の
は
物
價
.と
先
餘
文
の
雨
者 

.

.
t教
石
。〕

胍
ん
隐
文
©
:減
少
或
ば
物
價
の
卞
落
呔
企
業
家
に
其
<0
:
生
產
率
$:
;
縱
減
ず
.べ
き
瞥
吿
を
與
べ「

>:逆
に
註
文
の
增
加
或
は
物
價 

の
騰
貴
は
坐
產
高
の
增
大
を
要
求
す
る
。
斯
か
る
二
手
段
の
利
用
は
其
の
効
果
の
大
な
る
に
も
拘
ら
ず
尙一

の
重
大
な
る
欠
點
を
包
葳 

す
.る
。
蔻
し
物
價
と
先
截
文
は
珑
冻
の
：：_

と
將
來
の
供
；給
見
込
と
に
比
較
し
て
の
需
要
の
見
込
狀
態
に
關
し
て
指
標
を
與
へ
る
が
、 

而
し
其
の
物
價
と
先
註
文
_
身
が
，惹
起
し
勝
ち
な
供
給
の
變
動
に
關
し
て
何
等
の
：指
針
た
り
得
な
い
。

一

事
業
家
は
共
の
坐
産
を
合
理 

的
に
遂
行
す
る
爲
に
は
單
.に
满
の
坐
產
物
の
何
單
位
が
1
定
の
值
格
で
購
入
さ
れ
る
か
と
云
ふ
事
の
み
で
な
く
、
更
に
幾
人
の
他
の
生 

產
者
が
同一

の
事
實
か
，ら
#

と
同
一
の
結
論
に
到
達
し
且
つ
彼
と
同
樣
な
典
爾
叶
霜
を
爲
し
て
ゐ
る
か
と
1其
ふ
事
を
知
.る
.必
要
が
ぁ 

る
。
併
し
實
際
に
於
て
は
斯
か
る
有
効
な
洞
察
は
1
&
^
_く
交
互
に
泶
產
過
剩
と
過
少
が
惹
起
さ
れ
る
傾
向
が
ぁ
る
。
今
假
に
一
定
の 

事
業
に
於
て
需
要
が
增
大
す
れ
ば
此
の
狀
勢
に
最
も
早
く
應
じ
た
事
業
家
は
其
の
利
潤
を
增
大
す
るo

併
し
乍
ら
自
由
競
爭
の
下
に
於 

て
は
斯
か
る
狀
f

利
用
す
る
事
業
家
は
益
4

加
し
' 
且
つ
彼
等
は
他
人
益
窘
無
視
む
て
行
ふ
が
故
に
、
眚

は

鲫

て

雙

の 

減
少
と
物
憤
の
下
落
に
逢
着
す
る
迄
引
續
き
增
大
す
る
。
而
も
斯
か
る
現
象
の
生
じ
た
時
は
旣
に
生
產
過
程
は
可
成
り
に
進
抒
中
で
ぁ 

り
更
に
ょ
り
以
上
の
供
給
の
增
大
が
豫
想
せ
ら
れ
、
且
つ
又
坐
產
數
量
の
增
火
を
阻
止
す
る
に
も
相
當
の時

：：：

を
必
要
と
す
る
。
從
つ 

て
斯
か
る
期
間
を
51
1
1じ
；て
は
生
產
：は
著
し
く
^
双
を
^

mず
る
^
至
る
.。
次
い
セ
此
の
生
產
過
剩
の
事
情
は
各
事
業
家
を
競
つ
て
其
の 

生
產
縮
少
に
向
は
し
め
"
此
の
事
は
や
が
て
逆
に
坐
產
過
少
を
齋
ら
し
■、
斯
く
て
生
産
の
過
剩
と
過
少
の
交
替
的
循
環
が
惹
起
さ
れ
る
。

.
Mに
斯
か
る
循
環
を
生
ず
る
第
二
の
原
因
と
し
て
商
品
貯
蔵
量
の
累
積
及
減
少
に
關
す
る
投
機
的
購
入
者
の
判
斷
に
對
す
る
，「

不
確 

定
し(uncertainty)

の
影
響
が
あ
る
§
')

0,
產
業
上
の
段
階
を
通
じ
て
大
部
分
の
財
貨
は
其
の
貯
藏
量
の
大
さ
を
狀
勢
の
變
化
に
適
應 

せ
し
め
得
叉
實
際
に
主
と
し
て
物
價
の
將
來
の
動
き
に
關
す
る
其
の
判
斷
に
よ
っ
，て
之
を
調
整
す
る
個
人
の
手
：中
に
あ
るo

物
債
の
頃 

向
に
關
す
る
之
等I

切
の
！
：繁

個

.々
に
爲
さ
れ
る
な
ら
ば
評
價
の
輕
重
は
囊
さ
れ
て
何
等
の
循
環
的
傾
向
は
生
じ
得
な
い
o
然
る 

に
其
の
|̂

斷
は
個
.々
に
は
形
成
さ
れ
な
い
？
即
ち
夫
れ
等
は
大
部
分
同
一
の
證
據
を
签
礎
と
し
て
而
も
主
-^
し
て
最
近
の
物
慣
の
頃
向 

を
基
礎
と
し
'て
形
成
さ
れ
る
。
從
っ
て
物
價
が
上
昇
傾
向
な
ら
ば
投
機
的
購
入
は
增
大
し
、
物
價
が
下
落
傾
向
な
ら
ば
貯
蔵
商
品
を
處 

分
.せ
ん
.と
の
傾
向
を
坐
む
。
斯
く
て
投
機
的
購
入
者
の
活
動
は
事
業
の
膨
脹
收
縮
に
際
し
て
之
を
不
當
に
强
化
す
る
作
用
を
與
へ
る
o 

斯
か
る
事
情
の
下
に
各
坐
產
部
門
に
於
て
、
そ
れ
自
身
の
生
產
過
程
の
性
質
に
よ
h
期
間
を
異
に
し
て
個
別
的
に
循
環
が
生
じ
得
るo 

而
か
も
多
く
の
場
合
に
於
て
事
業
は
相
互
に
密
接
に
關
聯
し
て
：を
り
從
っ
て
一
事
業
の
活
動
.に
於
け
る
增
減
は
他
の
多
く
の
事
業
の
活 

動
に
於
け
る
變
動
を
隨
俾
し
、
斯
く
て
全
體
：と
し
て
の
事
業
狀
態
に
影
響
を
與
へ
るO

斯
く
財
貨
側
の
原
因
よ
り
齎
.ら
さ
れ
た
變
動
に 

金
融
側
の
狀
勢
が
相
呼
應
し
て
双
に
全
體
と
し
て
の
罾
M
の
循
環
的
變
動
が
成
立
す
るo

然
し
て
此
の
景
氣
循
環
の
進
行
に
關
聯
し
て 

其
の
■一
要
因
と
し
て
商
品
貯
藏
量
は
忘
却
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
邊
し
遠
濟
的
諸
過
樺
の
胄
«
に
於
て
商
ロ
罾
罾
1 :
が
投
込
ま
れ
る
所 

の
變
動
は
動
的
現
象
の
說
明
.に
と
り
大
な
る
意
義
を
有
す
.る
所
の
一
狀
勢
を
構
成
す
る」

(

^
ー

0

と
解
す
べ
き
が
故
で
あ
る
。
茲
に
商 

品
貯
藏
量
の
變
動
態
樣
に
關
す
る
考
察
に
移
：る
に
先
立
っ
て
經
濟
的
活
動
の
諸
段
階
に
於
て
商
品
の
貯
藏
が
行
は
れ
る
理
由
を
，'一
應
見 

.る
必
要
が
あ
ら
ぅ(

磨

)

。

勿
論
そ
れ
は
本
源
的
に
.は
前
述
せ
.る
現
代
坐
產
過
程
の
特
質
.に
基
く
と
解
さ
れ
る
が
實
際
的
見
地
よ
り
す 

れ
ば
:»
第|

に
そ
れ
は
選
擇
の
必
要
よ
り
し
て
保
有
さ
れ
.る
0
即
ち
一
' 定
型
の
：完
成
品
0
生
產
者
は
消
費
音
需
要
に
應
じ
て
其
の
完
成 

品
の
.'必
要
な
る
變
化
を
可
能
な
ら
し
め
：る
爲
め
に
多
種
多
様
の
原
料
及
半
成
品
を
要
求
す
る
。
同
.様
に
完
成
品
の
生
産
者
及
其
の
取
扱 

景
氣
循
環
^
商
品
胳
蔵
置
.の
.關
係
. 

一

〇
*̂
、
ニ
六
-)



量
氣
掼
環
^
商
品
貯
蔵
跫
の
蹴
保 

ー

〇

穴

(

ニ
六
四) 

業
者
は
其
の
.顧
客
：に
充
分
な
A
選
撵
を
供
す
.る
爲
め
に
之
等
生
産
物
を
貯
藏
す
る
必
要
が
あ
る
。
併
し
乍
ら
斯
か
る
目
的
の
：爲
の
商
品 

貯
藏
は
當
該
商
品
0
物
質
的
，
經
濟
的
永
續
性
に
.依
存
し
、
：從
つ
.：て
非
の
保
有
上
の
危
險
負
檐
の
程
度
に
依
存
す
る
0
.第
ニ
に
そ
れ
は 

作
業
繼
續
の
爲
め
に
保
有
さ
れ
る
。
：即
ち
原
料
及
半
成
品
の
工
業
的
消
費
者
は
之
等
を
貯
藏
す
る
事
に
.依
つ
て
適
宜
の
作
業
率
を
維
.持 

し
、
其
の
材
料
の
坐
產
上
に
生
ず
る
變
動
の
影
響
を
免
れ
ん
と
す
る
0
:
:同
様
に
完
成
品
の
生
産
者
は
其
の
：生
產
物
を
貯
藏
す
る
事
に
^
 

つ
て
，
其
の
坐
產
物
へ
の
.需
要
に
於
け
る
季
節
的
或
は
循
5 1
的
變
動
に
備
へ
、
以
て
生
產
上
、の
變
動
の
程
度
を
®
減
す
る
。
斯
の
如
く 

し
て
作
業
繼
續
を
目
的
と
し
て
の
貯
藏
に
關
し
て
は
ニ
方
固
が
觀
取
さ
れ
る
O
Iは
，不
可
避
的
な
供
給
の
變
動
を
壓
倒
す
る
爲
で
あ
り
、 

他
は
+
可
避
的
な
需
要
の
變
励
を
克
服
す
る
爲
で
あ
る
0
最
後
に
.そ
れ
は
投
機
的
目
的
の
.爲
め
に
閑
有
さ
れ
る
o
例
へ
ば
物
價
上
昇
期 

に
は
原
料
の
X
業
的
消
費
者
が
後
に
.ょ
り
高
價
に
購
入
す
る
事
を
避
け
る
爲
に
材
料
の
大
量
仕
入
を
行
ひ
、
.又
完
成
品
の
坐
產
者
が
不 

況
期
に
寶
却
を
差
按
へ
て
商
品
を
蓄
積
し
市
場
の
好
轉
從
つ
て
物
價
上
昇
を
待
つ
が
如
き
で
あ
る
6
.

扨
て
現
柱1

般
に
.景
氣
循
環
を
取
扱
ふ
に
際
し
て
は
理
論
的
硏
究
と
共
に
統
計
的
硏
究
の
必
要
な
る
事
は
一
其
ふ
迄
も
な
い
o
然
る
に 

商
品
貯
蔵
量
に
關
し
て
は
不
幸
に
も
最
近
に
至
る
迄
其
の
：統
計
的
資
料
は
.至
つ
て
乏
し
く
且
つ
不
備
で
あ
つ
た
。
即

ち「

景
氣
循
環
に 

關
ず
る
銃
fi
t
的
記
錄
は
大
量
存
す
る
が
尙
主
な
る
理
論
及
そ
れ
等
に
依
つ
て
示
さ
れ
る
生
た
る
原
因
的
要
素
の
組
織
的
テ
ス

ト

を

與

へ
 

る
に
は
不
宗
全
で
あ
る
。
:.
若
し
.吾
人
が
文
字
通
り
，の
坐
產
過
剩
の
理
論
を
テ
ス
ト
せ
ん
と
す
る
な
ら
*
商
品
貯
藏
量
に
關
す
る
數
字
は

そ
の
目
的
の
爲
め
に
充
分
党
全
で
な
く
又
組
織
的
で
も
な
い
。
そ
れ
は
暗
示
を
與
へ
る
に
止
る」

。(

註
五〕

と
主
張
さ
れ
る
所
以
で
あ 

る
®

六)

。 

'

V

斯
か
る
事
情
ょ
り
し
て
從
來
の
景
氣
循
環
論
上
に
於
て
も
商
品
貯
藏
量
の
.態
様
に
關
し
て
何
等
統
一
的
見
解
を
生
む
に
至
つ
て
居
ら 

な
い
.。
即
ち
或
^
場
合
に
は
そ
れ
は
景
氣
の
循
摄
に
應
じ
て
自
働
的
，に
變
動
す
る
性
質
の
も
の
で
あ
り
、
從
つ
て
^
況
期
に
會
大
し
下

況
期
に
減
少
す
る
と
.解
さ
れ
、'
又
他
の
場
合
に
は
景
氣
循
環
に
.逆
行
し
て
變
動
す
る
。
.即
ち
不
況
期
に
增
大
し
て
好
況
期
に
.減
少
す
る 

と
规
ら
れ
る
。■從
つ
て
今
之
に
關
す
る
諸
見
解
を
通
観
ず
る
と
吾
人
は
其
處
に
商
品
貯
藏
量
の
.運
動
に關
聯
し
て
ニ
個
の
全
く
相
反
す 

る
.主
張
の
#
在
を
指
摘
し
得
る
。
換
言
す
れ
ば
其
の1

は
景
氣
循
環
と
の
順
行
を
說
く
謂
は
ば
ぅ
順
塑
の
趣
論
じ
で
ぁ
り
、
他
は
之
と
の 

逆
行
を
主
張
す
る「

逆
型
の
理
論」

で
ぁ
る
。

6
 
一
 ) 

p

o.
ffi

ardy and 

p
 V. 

c
o
^
F
o
r
e
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r
n
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td
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i
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o
o
n
d
i
t
r
o
n
s
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p
.p.Hardy
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.
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Q
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p. 137，
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o
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Hardy, .Risk and Risk-Bear『ng, ,1923. p. 74.
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Die z
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e
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g
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o
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uad die 
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n
s
r
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w
e
c
rella

Ttlenlehre. 

rschmollers 

JahTbuch， 

B
p-
6
0
. 

Heft. 4. 

A
ug. 

l
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o
3
6
.

) 

s. 37.

.

(

註
四)

Ralph. H
.

 Blodgett, Cyclical Fluctuations.

s*c
o
m
m
o

'&y Stocks. 1935, p'2.

.

(

註
五)

J. 

Clarkj, Strategic Factors in .Business .cydes，
1934. p. 

p

:

.

.

.

(

1

0

同
樣
の
虫
張
に
就
て
は
p 

o Hardy &

 

c'o
x
. Forecasting, etc.p. 2

6
7
.

或
は
高
田
保
馬
著「

景
氣
變
動
論」

(

昭
和
三
牢
版)

一
四 

九
頁
參
照
'

.H

' 

_ 

' 

. 

. 

■ 

.

近
代
的
_

靈

論

0
麗

過

S

於
て
商
1

_

に
關
し
疆
何
れQ

i
l

Q
g

l
l

f

れ
た
か
、
先
づ
近
代
景
氣
論
の
父

と
目
さ
れ
る
ッ
ガ
ン
•
バ
ラ
ノ
ゥ
ス
キ
ー
に
於
て
は
素
种
な
形
態
に
於
て
で
は
あ
る
が
逆
型
の
理
論
が
認
め
ら
れ
る
9
.彼
は
英
國
の
恐 

慌
史
を
硏
究
し
た
：結
果
恐
慌
が
約
十
年
每
に
略
，，
規
則
的
杧
繰
返
さ
れ
る
事
を
見
出
し
、
資
本
主
義
的
進
化
は
そ
れ
が
振
興
期
と
衰
退 

期

，
繁
榮
期
と
沈
滞
期
の
.交
替
に
ょ
つ
て
な
さ
.れ
、
循
環
し
て
‘進
化
す
る
と
琦
4
意
味
に
於
て
週
期
的
で
ぁ
る
と
見
.る(

跬
七)

。

而
し 

景
氣
循
環w

商
品
貯
藏
量
の
關
係 

-

ー

〇

七

G
I

六
5



景
氣
樹
環
«
商
品
貯
蔵
貴
の
關
係
 

ー
0

\

(II

六
六)

て
斯
か
る
恐
慌
：の
：發
生
は
社
會
的
_

0

不
均
衡
に
基
べ
士
爲
し
、
.

4

鐵
の
循
環
を
齎
す
原
因
を
ば
資
本
の
過
剩
と
不
足
：の
交
替
に
求 

め
る
。
，.そ
こ
で
彼
：は
單
純
苒
坐
產
の
場
合
は

1
K

ふ
迄
.
も
な
く
擴
張
苒
钜
產.の
場
合
：

H

於
.
て
法
へ
坐
.產
CO
均
衡
が
と
れ
る
樣
に
投
資
さ
れ

る
な
ら
ば
生
產
議
は
舍
な
い
が
、

.

事

道

資

本

■

的
經
濟
は
全
體
と；J

ま

組

織

；

Q

欠
如Q

故
に
生
產
部
門
間
に
不
均
衡
を
生 

ず
る
'<
?
!考
へ
.

.

る
0
.

「

こ
の
組
織
.の
欠
如
士
資
本
蓄
積
に
よ
る
坐
產
獷
張
と
が
過
剩
生
產
：.へ
；の
永
久
的
傾
向
を
造
り
出
し
、
そ
れ
は
芷
常 

時
に
於
て
す
ら
資
本
主
義
の
特
徵
を
な
す
坐
產
物
賣
捌
難
や
生
産
力
の
不
斷
の
過
剩
と
し
て
現
は
れ
る」(

註
八
^

彼
に
よ
る
と
好
況
期
は
生
產
財
坐
產
部
門
へ
大
量
の
資
本
が
投
卞
さ
れ
此
の
部
門
の
生
產
擴
大
に
よ
つ
て
開
始
さ
れるo

而
し
て
其 

の
資
本
は
之
に
先
立
つ
不
祝
期
間
に
增
次
し
た
貸
咐
資
本
に
よ
る
と
解
さ
.る
0

 
.

«

で
.企
業
に
投
下
せ
ら
れ
る
資
本
と
貸
付
資
本
と
を
萚 

別
す
る
事
が
景
氣
痛
環
め
眞
相
を
掴
む
上
に
必
要
で
あ
る
。、
貨
付
資
本
と
：は
各
階
級
に
屬
す
る
個
人
と
企
業
家
に
よ
っ
て
爲
さ
れ
た
貯 

蓄
の
總
和
を
意
味
す
る
0
企
業
#
社
、八
長
業
家
、株
主
及
び
，勞
銀
取
得
者
の
所
得
は
景
氣
循
顏
の
影
響
を
直
接
に
受
け
從
っ
て
不
況
期
に 

於
て
彼
等
の
形
成
す
る
貯
蓄
は
減
少
す
る
に
も
拘
ら
ず
、
他
方
に
於
て
地
主
、
社
債
所
有
者
*
官
靡
の
所
得
は
景
氣
循
環
の
影
響
を 

受
け
る
事
が
少
べ
從
っ
て
不
況
期
.に
於
て
其Q
所
得
が
殆
ん
と
減
少
せ
ぬ.

Q

で
彼
等
は
貯
蓄
t
續
け
得
る
。
.加

之
、
彼
等
に
と
っ
て
は 

生
活
費
の
®
下
に
’よ
り
貯
蓄
は
一
層
容
易
で
あ
4
斯
く
て
不
況
期
を
通
じ
て
貸
付
資
本
が
豐
富
に
蓄
積
さ
れ
る
。
即

ち「

一
般
に
景
氣 

循
環
中
の
好
況
期
が
投
資
の
增
大
自
由
資
本
の
.固
定
資
本
へ
の
轉
化
を
特
徵
と
す
る
と
同
じ
く
，
不
況
期
は
自
由
•
可

動

•
貸

付

資

本

の 

藉
積
を
そ
の
特
徵
と
す
る
0」

£

九〕

,
而
も
此
の
豐
富
な
貸
付
資
本
は
未
だ
如
何
な
る
生
產
部
門
と
も
關
係
し
て
居
な
い
云
は
ば
自
由 

資
本
.で
あ
.り
從
つ
て
そ
れ
自
身
と
し
て
で
は
な
く
坐
產
資
本
へ
轉
化
す
る
事
に
よ
つ
て
好
景
氣
を
窗
ら
す
原
面
と
な
り
得
る
。
ブ
ガ
ン 

.に
依
れ
ば「

自
由•

货
付
•
貨
歡
資
本
は
絕
間
な
く
蓄
積
さ
れ
る
o

'

そ
れ
は
烈
し
い
勢
で
投
下
ロ
を
求
め
る
。
而
し
之
を
見
出
し
得
な
い 

と
投
下
さ
れ
ざ
る
資
本
は
利
子
を
齎
ら
さ
ぬ
。…

.，

斯
の
如
き
無
活
動
の
資
本
が
多
ぃ
程
自
由
資
本
の
生
產
的
投
下
へ
の
壓
カ
は
は
1

弧
化
さ
れ
る
。
：
：
斯
ぐ
て
遂
に
產
業
の
抵
抗
が
破
れ
蓄
積
さ
れ
た
贤
付
資
本
が
投
下
ロ
b
見
出
し
て
坐
產
的
資
本
に
轉
化
す
る
時
期 

が
來
ね
ば
な
ら
ぬ
o
..
.斯
ぐ
で
新
繁
榮
期
が
始
ま
る」

と
O
S
1
S
:
:
. 

V
- 

V
. 

.

.
V
-

'
.次
い
で
好
況
期
が
經
過
す
る
に
っ
れ
以
前
蓄
稹
さ
れ
た
資
本
は
漸
次
消
耗
ヤ
る
0」

尤
も
好
浞
期
中
に
も
社
會
的
坐
產
0
擴
張
は
大
量 

の
新
資
本
を
造
出
は
す
る
が
命
業
家
の
利
潤
獲
得
慾
は
述
に
之
を
吸
收
し
、
資
本
の
豫
備
は
全
部
利
用
さ
れ
て
や
が
て
其
の
不
足
を
坐 

.ず
石
。
、
然
る
時
利
子
率
は
昂
騰
し
て
證
•券
價
格
は
暴
落
し
茲
に
.金
融
恐
慌
が
生
じ
次
い
で
之
は
產
業
恐
慌
に
.迄
.發
展
す
る
0
更
fc
他
方 

に
於
て
ッ
ガ
ン
は
貸
付
資
本
不
足
が
生
產
財
價
格
の
暴
^
を
生
ず
る
と
見
る
。
即
ち
資
本
不
足
に
よ
り
新
企
業
が
減
少
し
、
：先
づ
生
產 

財
需
要
が
減
少
し
て
其
の
價
将
が
骚
落
し
、
次
い
で
勞
働
者
所
得
が
減
じ
て
消
費
財
慣
格
が
暴
落
す
る
。
生
産
財
需
要
の
減
少
は
即
ち 

坐
產
牀Q.

生
產
過
剩
で
あ
る
。：
從
っ
て
恐
慌
の
端
初
は
資
本
不
足
に
よ
る
坐
產
過
剩
と
見
る
。■
而
し
て「

各
種
產
業
部
門
は
相
互
に
依 

#
し
て
ゐ
る
の
で
、
此
の
部
分
的
坐
產
過
剩
は
一
般
的
坐
產
過
剩
に
.終
る
o _

-
商
品
價
格
は
で
落
す
る
0——

人
，々
は
.一
般
的
不
況 

期
に
入
る
。——

斯
の
如
く
し
て
一
般
的
沈
滯
が
.1

般
的
繁
榮
に
續
き
、
景
氣
循
環
は
好
況
期
か
ら
不
況
期
へ
と
推
移
す
る
。
不
況
期 

(D
-
間
に
自
由
貸
附
資
本
が
蓄
積
さ
れ
る
。——

次
い
で
新
繁
榮
期
が
來
り
、
そ
の
間
に
此
の
資
本
は
費
消
さ
れ
、
此
の
事
が
恐
慌
を
招 

致
す
る
。.
そ
し
て
再
び
同
じ
事
が
始
ま
る」

f
i

一
 

一: 〕o
:
v
(
：
'

'-

斯
く
て
彼
に
於
て
は
商
品
貯
藏
量
に
關
す
る
眼
ヴ
I

そ
れ
は
動
的
資
源
の
意
味
に
於
て
で
あ
る
が
I

不
況
期
.に
：果
積
し
て
骢
て 

之
よ
り
し
て
好
泥
期
を
培
ふ
に
至
る
と
解
さ
る
.
o

*言
す
れ
ば
景
氣
循
環
と
の
關
聯
に
於
て
逆
型
の
.理
論
が
行
は
れ
る
9
此
の
見
解
が 

*
し
て
許
さ
る
ベ
き
が
否
か
*
之
へ
の
枇
判
は
順
型
論
者
と
し
て
後
述
す
る
ビ
グ
ー
に
よ
っ
て
爲
さ
れ
る
。
即
ち
ビ
グ
ー
に
於
て
は
全 

般
と
し
て
の
逆
型
理
論
が
排
斥
さ
れ
る
の
み
な
ら
^
、
ッ
ガ
ン
に
よ
っ
て
考
へ
ら
れ
た
動
的
資
源
の
意
味
に
於
け
る
貯
藏
量
の
內
容
そ 

o
も
の
に
就
て
檢
时
が
行
ゆ
れ
る
。
蓋
し
ビ
グ
ー
に
依
れ
ば
不
況
期
に
於
て
蓄
積
さ
れ
る
も
の
'は
：購
入
余
力
、
即
ち
貨
幣
量
で
あ
り
、 

景
氣
循
環W

商
品
®

暈
の
.，關
係 

ー
0
九

o
一
六
七〕



景
氣
循
環
晶
品
貯
藏
貴
の
關
係

. 

ー
ー
0

o
一
力
八)

賢
物
資
本
に
あ
ら
ざ
る
事
が
指
摘
さ
れ
る
。「

何
人
条
泥
期
に
於P

多
ぐ
の
人
が
未
使
用
の
購
聂
を
蓄
積
ず
る
事
ど
認
め
る
Q
'
そ
し 

て
赝
基
の
事
が
之
篇
當
ず
る
未
使
用
の
實
物
財
.の
貯
蓄
の
梁
積
を
意
味
す
る
と
考
：へ
：&
れ
る
o
:併
し
乍
ら
之
.は
事
實

豈 

未
使
用
の
.購

. ^
カ
_

積
セ
る
事
に
ょ
ラ
：て
人
穿
働
的
に
自
ら
實
物
財
备
積
す
茗
で
|

げ
れ
ば
又
他
人
を
し
て
之
を
舊
亡 

し
め
る
の
' で
も
な
いO

J
C

独】 

一
W
結
局「

問
題
は
倉
庫
及
店
饊
等
に
貯
藏
さ
れ
る
財
貨
に
關
聯
，し
、
斯
か
る
蓄
積
は
不
況
期
を
通
じ
て
坐 

ぜ
ざ
る
の
み
な
ら
ず
V
事
實
は
そ
れ
以
前
の
好
況
期
の
終
末
に
淺
さ
れ
た
貯
藏
量
が
縮
減
さ
れ
る
o 

'
v
:
從
つ
て
以
前
の
不
況
期
に
於 

け
る
之
等
未
使
用
S

の
蓄
積
論
榮
备
ら
す
刺
戟
と
な
し
、
或
は
之
等
の
.費
消
を
不
況
へ
の
刺
戟
皇
故
す
事
は
正
當
で
ま
、
。」

C

S
ニ
！1V',:
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+
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. 

; 

.

.

.

.

.

.

.

ッ
ガ
ン
に
恶
す
る
ビ
グ
]
ひ
上

^
の
私
毕
は
蓄
ど
解
さ
れ
る
。
誠
に
ッ
ガ
ン
の
所
論
は
貨
幣
資
本
と
實
物
資
本
を
混
同
し
た
點
に 

於
て
火
I

欠
點
を
包
藏
す
る
。
併
し
兹
に
は
ッ
ガ
ン
を
證
理
論
の
一
.、
編

者

と

し

て

紹

介

し

た

Q

で
あ
り
，
且
つ
斯か
る

見

解

の

 

先
騮
者
た
る
點
孬
て
彼
をS

す
る
。
從
っ
て
引
續
き
著
名
な
る
數
人

Q

論
者
I

て
何
れ
I

s

論
I

ら
れ
る
か
を

4

カ
ン
ノ
ラ
ノ
ゥ
ス
キ
ー
と
並
ん
で
近
代
的
景
氣
理
論
の
開
拓
者
と
稱
せ
ら
れ
る
シ
ュ

.ビ
：1
ト
ホ
■フ
も
亦
其
の
景
氣
論
中
に
ヰ
、て 

商
品
S

量
の
運
動
に
關
し
同
様8

論
に
到
達
す
る
。
彼
に
於
て
は
業
獲
な
る
名
辭
に
代
っ
て

r

景
氣
交
替」

.

(
w
e
c
h
s
e
l
l
a
g
e
n
)

 

I

語
が
用
ひ
ら
れ
、
其€

各
時
期
に
於
け
る
特
徵
的I

象
は
生
產
財
殊
S

に
對
す
る
需
給
の
證4

付
資
本
の
多
少
に
歸
さ 

れ
る
。
而
し
て
好
況
不
況
の
卷
の
成
立
に
關
し
て
は
先
づ
.「

好
況
は
資
本
投
下
の
增
大
に
於
て
成
立
す
るo'
而
し
て
此
の
增
加
は
如 

的
並
に
人
的
I

產
諸
カQ

I
Q

墙
大
に
現
は
れ
るI
s 
一
 

S
。
此Q
好
i

生Q

究
極
的
原
因
は
營
利
衝
動s

f

あ
り
、
そ 

れ
と1

E

時
に
資
本
論
獲
得
の
可
能
性
を
翁
と
す
る
。
而
.し
て
斯
か
る
可
能
性
は
彼
に
依
れ
ば
不
況
廛
の

M

に
よ
る(

.一
ノ
世
も

經
濟Q

 

_
力
即
ち
新
市
場
o
獲
得
と
Q
一)

技
術
的
發
股
に
よ
り
與
へ
ら
れ
る
。
然
も
好
況
は
其
の
成
立
に
必
耍
な
諸
條
件
を
自
ら
創
造 

し
得
る
も
の
で
は
な
く
夫
れ
等
の
諸
狀
態
が
旣
に
存
在
す
る
の
を
見
出
す
の
で
あ
る
。
從
つ
て
此
の
利
潤
獲
得
の
可
能
性
を
利
用
す
る 

爲
に
投
下
さ
れ
る
資
本
の
源
痕
は
不
況
期
中
に
遊
休
せ
る
營
利
資
本
に
求
め
ら
れ
る
®

1

五)

。

彼
に
於
て
は
營
利
資
本
と
は
私
有
財 

產
の
內
、
所
得
に
充
て
ら
れ
る
部
分
を
指
し
、
極
办
て
廣
_
に
銀
行
預
金
,
銀
行
貸
付
金
*
有
憤
證
券
及
び
生
產
資
本
を
其
の
內
容
と 

す
：る
。；.
而
し
て
■此
の
生
產
資
本
と
は
よ
り
高
次
の
段
階
の
財
貨
坐
產
に
役
立
つ
べ
き
經
濟
財
を
袞
ひ
財
貨
生
產
設
備
、
材
料
更
に
勞
働 

力
迄
を
含
め
る
。
而
し
て「

坐
產
資
本
は
貯
蓄
蓉
と
銀
行
に
あ
0
て
は
貨
幣
形
態
で
、
企
業
家
に
あ
つ
て
は
物
財
形
態
で
遊
休
す
る
事
が 

あ
り
得
る
。
此
の
後
銮
は
不
況
期
を
通
じ
て
販
寶
闲
難
に
逢
着
し
た
所
の
商
品
貯
蔵
量
或
は
又
財
貨
生
產
の
爲
め
の
修
饍
作
業
、
解
體 

作
業
、
準
備
作
業
中
に
あ
る
も
の
よ
り
成
る
。…

.凡
ゆ
る
之
等
の
形
態
は
不
況
期
に
增
大
す
る
。
即
ち
貨
幣
手
許
有
高
と
商
品
貯
藏 

i
は
增
大
し
、資
本
預
金
と
商
品
檐
保
信
用
は
屢
立
膨
脹
す
る
。.
好
：況
の
.過
程
に
於
て
は
之
等
の
諸
形
態
：は
減
少
し
、營
利
資
本
は
他
の 

用
途
.に
向
け
解
放
さ
れ
る
。
.
.：
物
財
形
態
に
於
て
遊
休
せ
る
資
本
と
し
て
は
不
況
期
を
通
じ
セ
集
積
す
る
過
剩
生
康
滯
貨
が
特
に
：^' 

察
の
對
象
と
^-
る
。
即
ち
全
產
業
部
門
に
於
て
商
品
貯
蔵
量
が
非
常
に
膨
脹
し
、
凡
ゆ
る
貯
藏
場
昕
は
充
ち
溢
れ
、
現
存
の
場
所
の
狀 

態
を
以
て
し
て
は
不
充
分
な
程
に
な
.る
.
o 

•
.
:

(

斯
く
て
結
局)

事
實
0
上
.で
は
好
況
：は
過
剩
に
存
す
る
爾
々
の
必
耍
條
件
、
.即
ち
旣
存 

の
營
利
資
本
、
1£
に
酿
#
の
勞
働
カ
の
^-
な
ら
ず
旣
存
せ
る
物
的
生
產
設
備
、
商
品
貯
藏
量
に
.出
會
つ
て
、
そ
れ
に
基
礎
を
ft
く
の
で 

あ
，る
。
.好
況
の
說
明
は
此
の
現
實
よ
り
出
發
せ
ね
ば
な
ら
な
い」(

難I

六)

と
主
張
す
る
。
以
上
の
如
く
彼
に
於
て
も
商
品
貯
藏
量
は
不 

況
期
に
增
大
し
之
が
主
要
な
る1

原
囲
と
し
て
好
況
期
を
蒲
ら
し
且
つ
好
況
期
を
通
じ
て
次
第
に
減
少
す
る
所
以
が
理
：解
さ
れ
るo

.

彼 

が
暈
氣
の
循
環
と
商
品
.貯
藏
量
の
.關
係
に
於
て
斯
か

る

逆
の
關
係
を
認
識
す
る
に
至
つ
た
の
は

一

八
八
〇
及
九
0
¥
代
に
於
け
る
不
況 

期
を
通
じ
て
の
異
常
な
商
品
貯
蔵
量
の
：記
錄
に
よ
々
强
く
印
象
.づ
け
ら
れ
た
に
よ
.る
と
：.思
は
れ
る
。
彼
自
身
も
亦「

，
一
八
八
〇
年
と
.一
 

#
氣
循
f)

商
品
貯
鐵
暈
の
關
係 

.

1
『

一

。
一
六
S



览
氣
挪
環
w
f,

i:
藏
量
の
寒 

.

ニ

ニ

S

七o)

八
九
〇
年
代
の
大
不
泥
期
に
は>

本
來
商
品
貯
藏
量̂'
'

ど
(0

;
调
題
と
な
ら
な
い
機
械
製
作
及
汉
各
種
印
刷
業
の
如
き
產
業
が
貯
藏
商
品 

を
淺
し
つ
"

、
操
業
し
た
J(

5

七)

指
摘
チ
る
o

、
:/
,

: 

.

.'

逆
型
.理
論
の
第
3
例
と
じ
て
吾
人
は
瑞
典
の
經
齊
擧
者
ゥ
ィ
ク
ゼ
ル
の
肸
論
.を
引
用
し
得
：る
。
.彼
に
從
へ
ば

「

好

況

期

に

於

け

る
新 

資
本
べ
の
需
要
は
當
該
期
.間
，に
於
げ
.る
貯
蓄
活
動
に
依
.つ
て
は
.充
.さ

れ

得
な
い
。
又
他
方
に
於
て
不
況
期
に
は
.斯
か
る
需
要
は
存
し
な 

い
に
も
|

ず
貯
蓄
活
励
は
全
銥
止
む
事
は
な
い
。
從
つ
て
若
し
永
續
的
財
貨
を
坐
產
：ず.る
凡
ゅ
る
坐
產
部
闵
の
商
.ロ
蓄
庫
の
充
滿
及 

不
足
が
此Q

際
に
調
制
者
或
は
.，
、，
セ

昏&

旨

-
と
レ
て
‘作
用
し
な
い 

不
况

期
に
於
け
る
ぞ
れ
等
の
下
落
は
現
往
よ
り
も
一
層
劇
烈
で
あ
ら
ぅ
。
販
路
が
.縮
少
す
る
際
に
製
造
家
が
若
し
其
の
勞
働
者
を
直
ち
に
解 

雇
す
る
か
或
は
勢
働
時
間
の
半
減
を
採
用
し
な
い
場
合
.
に
は
、
製
造
家
.，に
と
つ
て
は
貯
藏
商
品
を
坐
產
す
る
よ
り
以

外

.；に
手

段

は

存
し 

な
い
o

そ

し
..て
全
般
よ
り
見.れ
ば
此
の
際
：に
製
造
家
ば
又»
.

の
失
費
を
间
收
す
る0

藍
し
通
例
勞
銀
が
同
時.に
低
下
し
又
數
年
間
の̂
 

藏
商
nnt
に
於
て
將
來
期
待
さ
れ
る
慎
格
上
昇
が
.
損
失
を
«
つ
て
餘
ある

か

らで
あ
る
。
勝

く

て商
品
貯
藏
ば
正
：し

く
不
況
期q

於
て
資 

本
形
成
の
一
の
靈
要
な
る
形
武
で
あ
る
0

之
に
續
く
好
況
期
を
通̂

で
は
今
や
组
產
及
消
費
に
際
し
て
原
料
及
完
成
品
.に
對
す
る
會
大 

せ
る
需
要
は1

部
分
.
は
之
等
の
貯
藏
商
品
よh

供
給
さ
れ
.る
：
：
從
つ
て
商
品
貯
藏
量
が
好
況
期
に
增
大
し
不
況
期
に
縮
少
す
る
と
見 

る

の

は

察

實

の

逆

轉

せ

あ
：：

る
0」

バ
蝕

1

八)

：
 

：

以

-!
:
弓
开
せ
る

一
一
一
論
者
に.あ

つ
て
ば
何
れ
も
逆
型
の
理
論
.が
採
用
さ
れ
た
。
併
し
：乍
ら
此
の
事
は
^
の
生
張
が
絕
對
的
に
是
認
さ
る 

べ
き
事
を
意
味
す
る
も
の
で
な
^;
o
.旣
に
指
摘
し
た
如
く
此
の
..部
面
に
於
け
る
實
證
的
統
1+
的
硏
究
の
不
備
は
撕
か
る
見
解
に
對
す
る 

批
刺
の
余
地
を
充
分
.に
淺
す
も
か
で
あ

り

、
' 事
實
之
と

は

全
く
茁
反
對
に
最
氣
循
環
と
商
品
貯
藏
量
運
動
の
.平
行
を
說

.く

所

謂

.

「

順

型 

理
論」

の
主
張
者
を
見
故
す
<0
:
:
で
お
る

。

即
ち
彼
等
に
依
れ
ば
縣
品
貯
藏
量
の
運
動
は
景
氣
：の
锨
環
と
順
行
し
て
進
ぞ

浙

く

て

好

況

期

•に
は
$

の
增
大
ば
消
費
ぬ
增
大
を
多
分
に
凌
駕
し
て
.商
品
<2
>
:貯
齋
を
坐
じ
、
他
方
斯
く
て
累
積
さ
れた
商
品
は
不
況
期
に
於
て
漸
次 

消
耗
さ
れ
る
と
考
ヘ
^
れ
る
？
斯
か
る
論
者
の第

」

：例
と
し
て
旣
に
ッ
ガ
シへ
の
批
判
に
於
て
引
用
し
た
ビ
グ
ー
の
見
解
ょ
り
紹
介
し

.
彼
に
於
て
は
產
業
活
動
の
變
動
は
常
に
賃
銀
を
通
じ
で
勞
働
者
に
移
行
す
る
賃
銀
財
；の
數
量
並
：び
に
彼
等
に
手
渡
さ
れ
て
精
製
さ
れ 

る
原
親
§.數
量
に
於
け
：る
同
一
方
向
0
變
動
を
關
聯
す
る
。
.之
等
ニ
者
の
.數
量
が
產
業
に
'投
人
'さ
れ
る
動
的
資
源(

3
0
1
^
,
孩

0
§
6
5

) 

の
流
を
形
成
す
る
。
而
し
て
今
賃
銀
收
得
者
側
の
創
意
を
度
外
視
し
、
、勞
働
做
給
の
狀
態
が
不
變
な
り
と
假
定
す
れ
ば
、
產
業
活
動
に 

於
け
る
變
黯
の
1
切
の
原
因
は
1
定
單
位
0
時
間
.に
產
業
に
投
入
各
れ
る
動
的
資
源
の
.流
を
通
じ
て
作
用
す
る
と
袞
ひ
得
る
0
.:從
っ
て 

我
々
は
勞
働
侧
か
ら
作
用
ず
る
原
因
以
外
に
此
の
流
の
：量
を
變
動
せ
し
.む
.る
原
因
を
：求
め
ね
ば
な
ら
な
い
S

一
 

九
^

斯
く
ー
て
彼
に
於 

て
產
業
活
動
の
變
動
從
っ
て
產
業
に
投
入
さ
れ
る
動
的
資
源
'の
量
の
變
動
は
次
の
ニ
因
、：(

一)

人
が
支
配
し
得
る
動
的
*
^
の
量
の
變 

化——

大
體
に
於
て
原
料
と
消
費
財
* 0

 0

一
 

方
に
於
て
動
的
資
源
：5:
'
.產
業
へ
投
入
す
る
か
、.
或
は
他
方
に
於
て
そ
れ
等
を
其
の
.傲
消 

費
又
は
貯
藏
す
る
か
の
相
對
的
な
要
求
の
變
化
、：

に
歸
し
得
る
？
換
言
す
れ
ば
夫
れ
等
は
充
用
し
得
る
動
的
資
源
の
變
化
と
利
潤
の
期 

待
に
於
け
る
變
化
の
兩
者
で
あ
0
其
の
何
れ
が
產
業
變
動
を
齎
ら
す
上
に
ょ
り
犬
な
る
役
割
を
演
ず
る
か
先
験
的
に
は
決
定
出
來
な 

い
。
而
も
彼
は
前
者
の
原
因
に
就
て
は
特
に
ッ
ガ
シ
•
バ
.ラ
ノ
ゥ
ス
キ
：1
の
：說
を
引
用
'し
て
檢
时
し
、
之
を
排
斥
し
て
ゐ
る
。(

其
の
際 

彼
が
如
何
な
る
批
判
的
態
度
を
採
っ
た
か
は
旣
に
ッ
ガ
ン
•
バ
ラ
ノ
ゥ
ス
4
丨
の
所
論
を
檢
討
し
た
際
に
之
^

^

而
し
て
結
局
彼 

は
次
.

Q

結
論
に
到
達
す
る
：,
0
即
ち
好
況
期
に
於
て
勞
働
に
向
つ
て
資
源
の
：流
が
增
加
す
る
の
：は
、：
之
に
先
立
っ
不
況
期
，中
に
蓄
積
せ
る 

貯
藏
商
品
か
ら
|3
|
出
も
た
ネ
の
で
な
，い
0
何
と
な
れ
ば「

動
的
*
源
の
貯
藏
量
は
好
況
期
.に
难
積
し
.、
不
況
期
に
分
散
す
る
と
信
ず
べ
き 

理
由
が
#
す
る
か
ら
で
あ
る
1

«
ー1
0

〕

此
の
點
に
關
し
ビ
グ
彳
»
ミ
ッ
チ
：
ェ
ル
及
<
:
|デ
ィ
の
次
;0
如
き
章
句
の
引
用
を
以
て
自
已
の 

景
氣
循
環
•?
?
商
品
貯
藏
：貴
の
關
係 

こ

三

。

ー
セ
ー
し



鱟
氣
循
環W

商
品
貯
蔵
暈
の
關
係 

ニ

® 

•
0
5
1
)

 

主
張
の
論
證
に
供
せ
ん
と
す
名
0
:
:即
ー
ち̂
ッ
チ
¥

欢
は「

不
祝
期
が
進
展
す
る
ー
に.つ
れ
、
そ

れ

'に

先

立

つ

好

況

期

か

ら

持

越

名

れ

た

商

品 

の
貯
藏
は
次
第
に
處
分
さ
れ
る
o
:消
費
が
小
な
る
時
に
さ
へ
'

製̂
造
家
及
商
人
：は

其

篇

、料
及
完
^
 

手
許
の
註
文
か 

ら
充
足
し
購
入
を
小
量
に
制
限
す
る
事
忙
ょ
つ
て
フ
減
少
す
る
^
雙

^
と

指

摘

し

ゝ

更

錄

丨

デ

イ

は

か

い

蝱

「

好
況
は
消 

費
の
現
在
率
を
超
過
す
る
財
貨
の
：.生
產
從
.つ
，
て

貯

藏

商

品

の

.蓄

積

に

ょ
り
特
徵
づ
け
ら
れ
、
"不
^
^

從
つ
て
商
品
股
藏
量
の
減
少
に
ょ
り
特
徵
づ
け
ら
れ
る
S

.ニ 

5
と
；述
2

0

併
:1
.乍
ら
此
の
.ア
 

後Q

ホ
！
ト
レ 

イ
0
指
摘
に
.從
へ
.ば
^
削
的
根
據
な
き
單
な
る
意
見
の
.表
明
に
過
ぎ
な
い
0 :

蓋
し
ハ
ー
デ
イ
は
同
章
中
に
不
祝
の.

證
據
と
-し
て
一
九
ニ 

三
年
宋
期
に
於
け
る
商
品
貯
蔵
量
の
增
加
を
引
用
し
且
つ「

一
九

-:
四
年
の
，秋
造
に
は
-
九
5

ー¥

の
中
間
景
氣
の
反
動
は
消
滅
すベ 

t.
で
あ
り
.
'
.，過
，乘
な
商
品
貯
藏
量
は
消
化
さ
れ
て
景
氣
は
：

|

般
に
上
向
傾
向
を
採
る
で
あ
ら
ぅ」

と
豫
言
し
而
も
此
の1
ヨ
の
的
中
を 

見
た
が
故
で
あ
る
。(

璧

三)

併
し
其
の
論
據
の
職
弱
性
.に
も
拘
ら
ず
ビ
：：̂
丨
は
依
然
と
し
て
順
塑
理
論
.の一
代

表
者
で
あ
り
、更
に

次

 

の
如
く
主
張
す
る「

若
し
も
產
業
上
の
膨
脹
が
其
の
大
半
は
產
業
に：

利
用
せ
ら
れ
る
動
的
資
源
の
.蓄
積
に
、王
と
.し
て
邀
く
な
ら
ば
、擴
張 

期
は
俄
物
價
と
、
そ
し
て
收
ff
r
期
は
高
物
價
と
關
聯
す
べ
き
で
あ
ら
ぅ
o
何
と
な
れ
ば
前
者
の
場
合
に
は
貨
幣
に
比
し
て消
毀
財
の
齒 

乘

が
、
後
者
S

合
に
は
其

宗

足

が

？

る
が
故
で
あ
る
。
併
し
乍
ら
實
際
に
？

產
業
膨
腺
は
物
價
鼻
と
關
聯
し
、
不
況
は
物 

價
下
落
と
關
聯
す
る
。
同
様
の
.事
實
が
又
利
子
步
合
に
就
て
'も
見
/;
1
1
.し
得
^
ゃ

從

つ

.
て

之

等

の

考

察

は

主

要

.な
る

原

因

的

要

素

は

動

的

 

資
源
を
供
給
す
る
侧
に
存
せ
中
し
て
利
满
期
待
の
側
に
#
す
る
事
を
證
明
す
る」

と
o(

註
二 
■四
V

斯
く
て
ビ
グ
ー

の
關
心
は事
業

家

の

期 

待
に
於
け
る
變
化
の
背
後
に
存
す
る
衝
動
の
硏
究
へ
と
向
け
ら
れ
る
。

:
ビ
'.グ
.丨
の
順
I
理
論
に
對
し
て
批
刺
的
立
場
に
立
つ
ホ
丨
ト
レ
ィ
に
於
て
は
禅
び
逆
謹
論
の
主
張
を
見
る
。
，j

般
に
所
謂
貨
幣
的

霞

理

論

に

於H

篮

i

i

管

採

る

者

は

蹇

少

s

f
思
は
れ
る
。
其Q

中
S

っ

玄

，
ト
レ
.
.

V

沈
f

例
外
的
存
在
で

あ
る
。
殊
に
彼
：は
其
の
箸
名
な
る
命
題「

景
氣
循
環
は
純
粹
に
.
■;
*
幣
的
現
'象
で
あ
る〕

に
：も
明
ら
.か
な
る
如
く
最
も
徹
苠
的
な
る
貨
幣
的 

景
氣
.論
考
の
一
入
衣
る
點
に
於
て
此
の
事
は
益
：

A/

共
の
.意
義
を
深
め
^
様
‘に
思
は
れ
る
o

::
-

•

.商
u§.股
藏
量
に
關
す
る

限
り
、
彼

.の

關

心

は

先

づ
一
般
的
生
產
過
剩
說
へ
の
批
判
に
向
け
ら
れ
..る
。
即
ち
彼
に
.ょ
れ
ば「
此
の
學
說 

は
奵
況
拟
の
說
明
を
之
に
先
:*
<?
不
況
期
を
通
じ
.て
減
少
せ」

る
商
品
貯
藏
量
補
充
：の
内
に
求
め
、
又
不
況
期
の
說
明
を
之
に

5i
:
-a
l
O
M-
- 

況
扣
を
通
じ
て
蓄
積
さ
れ
た
商
品
貯
藏
量
の
費
消
の
^

に
求
め
る
。
商
品
貯
藏
量
の
補
充
は
商
人
の
其

の

販

寶

以

上

の

購
入の
超

i

ょ 

り
成
る
.。
：そ
.れ
：は
彼
の
.物

質

的

，
資

本

.
へ

0
附
咖
分
で
.あ
り
且
つ
：之
に
對
し
て
は
支
- »

は.れ
..ね
ば
な
ら
な
い
0

必
要
な
る
資
金
は
所
#
ょ
 

り
の
$
蓄
若
く
览
銀
对
信
用
の
ー
手
段
に
'^
り
供
#

$
れ
得
る
。
前
者
の
磁
合
は
消
費
箸
支
出(

訪
ニ 

5

の
一
部
が
商
品
貯
藏
量
0
累
積 

に
轉
向
し
た
事
を
意
味
し
、.
若
し
.消
費
者
支
出
自
體
：に
變
化
が
な
.け
れ
ば
、
消
費
財

への
有
効
需
要
を
充
た
す
べ
き
部
分
は
之
に
應
じ 

て
-減
少
す
る
0
.斯
か
る
假
宛
..の
下
に
.於
セ
'は
商
品
貯
藏
量
補
充
の
中
に
..は

好

況

を

辑

ら

す

.ぺ

銀
行
か
ら
の
借
入
金
を
以
て
商
品
貯
藏
量
を
增
加
す
る
な
ら
ば
.…

他
方
面
に
於
け
る
消
費
衆
支
出
額
を
減
少
す
る
事
な
し
に
之
を
實 

現
し
得
石O

JC

跳
！

】

六
：

> 

斯
;<
.て
附
加
的
銀
行
信
.用
の
..創
設
、
或
は
之
に
相
當
す
る
何
等
か
の
過
程
な
く
し
て
.は
、
，商
品
貯
藏
量
を
增
加 

せ
ん
と
：の
商
人
の
慾
望
も
結
局
好
.況
を
齎
ら
；し
得
な
い

。

即
ち「

商
人
が
商
品
貯
藏
量
を
增
加
し
始
め
、
之

へ
の
支
«
手
段
を
借
入る
な

，
 

ら
ば
、
其
處
に
總
有
効
需
要
が
増
.大
す
る
€>
.で
.：
あ

り

。
，
商

品

の

附

加

的

貯

.藏
量
に
對
.す
：る
商
人
の
，需
要
は
、
邦
の
存
續
す
Iる
限
り
、
消 

禮
财
.へ
0
:旣
存
の
需
要
を
含
む
所
：の
消
費
者
支
出
'へ
附
加
さ
れ
る
0」(

註
ニ
七)

斯
く
て
吾
人
は
景
氣
循
環
の
眞
0
本
質
た
る
有
効
需
要
の
變
化
は
結
局
.銀
行
信
用
の
動
き
.迄
之
を
探
究
し
な
け
れ
ば
な
ら
.な
.
^
? 

つ
て
ホ
ー
.ト
レ
ィ
は
次
の
.如
き
結
論
に
到
達
す
る
。「

生
産
過
剩
說
が
：說
く
如
く
我
.々
は
不
況
：を
生
產
過
剩
に
基
.因
せ
し
め
得
な
.い
。
即
. 

ち
.，需

耍

供

給

間

に

坐

ず

る

不

均

衡

：
は

供

給

.の
過
_

に
_
か
ず
..し
て
、：

需
要
：

Q.

縮
少
に
»

さ

芩

ベ..き
で
あ
.る
。
需
要
即
ち
消
®
者
支
出
は 

霞

霞
..

ぐI

貯
_

の
關
係
. 

^
一
 

洱

a

i)
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.景
氣
樹
環
考
商
品
貯
戡
貴
の
關
係
. 
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#
用

の

制

眼

：に

依
0
セ
縮
少
.さ
れ
る
。
'装
し
信
用
：の
制
限
：が
起
ら
な
い
な
6
ぱ
^
勿
論
物
價
_は
無
限
に
上
得
む
、
金
本
位
制
度
は
褻
止 

さ

れ

，る

が

、

好

況

期

.は
無
限
匕
越
長
ざ
れ
得
る
：で
あ
^
冷

0ー

«
處
ゆ
は
生
產
過
剩
ほ
存
し
^

い
;0
好

祝

期

を

通

じ

て

生

產

は

高
 

に
^

s
vnf
^
そ
れ
は
^
じ
七
消
費
^
步
調
を
合
せ
得
る
爲
^
あ
る
:©
.
.
:
商
品
貯
藏
量
；は
其
の
際
蓝
常
以
下
に
あ
り
、，
而
も
臂
Ĵ
Î
J
度
♦ぃ
_
 

_

點
を
齎
ち
す
時
に
：於
て
も
尙
芷
常
以
下
に
あ
る
ご
。」

“
厂

：
.

.

:

商
.品
舟
藏
量
の
充
分
な
.ゎ
と
の
檩
準
は
そ
れ
自
體
相
對
的
で
.あ

っ

，
て:'
商

人

は

通

常

借

入

金

を

以
 

て
其
の
商
品
貯
藏
貴
.の
.

4

部
を
贿
？

ゐ
.る
が
故
に
、
其
の
貯
藏
*
の
增
減
は
總
孓

に
と
づ
て
.は1

時
的
借
入
金
の
利
子
は
些
拿
で
あ
り
、：其
の
主
；た
る
關
心
'事
は
其
の
設
備
の
.充
分
な
る
使
用
を
維
持
す
る
事
で
.あ
.る
。 

然
る
に
多
釐
の
委
託
商
品
の
.寶
K
に
對
1.
屢
^
非
常
に
低
率
の
利
满
を
取
得
す
る
所
の
商
人
に
と
0
て
は
利
子
の
負
擔
は
重
要
な
る
勘 

定
■で
I

O

,商
人
に
と
っ
て
は
.其
の
，商
品
貯
藏
量
を
幾
分
か
.平
賞 

然 

る
に
命
利
が
騰
貴
す
.る
時
幾
：何
の
商
品
貯
藏
量
を
保
有
す
.る
事
が
合
迦
的
で
あ
る
か
の
，考
は
直
ち
に
變
べ
ら
れ
る
。
即
ち
彼
等
は
寶
却 

.を
急
.ぎ
註
.文

：を

制

限

し

：始

め

る

0
:
:
斯
く
'て
不
況
期
の
.特
徵
た
.る
商
品
貯
藏
量
の
非
常
な
る
過
剩
は
循
環
の
後
期
即
ち
消
費
者
支 

退
が
：寶
行
き
滅
少
の
中
に
自
ち
窺
.は
れ
る
時
溯
に
起
る
の
.
'で

あ

，
る

、
.
其
0
時
商
品
貯
蔵
量
は
實
際
に
於
て
；止
.常
'以
上
に
大
と
な
る
。し

以
卜
：に
於
て
見
る
如
く
貨
幣
的
及
信
用
上
0
與
件
變
化
が
、
商
人
.の
占
む
る
市
場
技
術
上
.の
中
心
的
地
位
の
故
に
、
先
づ
第
一
に
商 

人
虼
ょ
り
保
有
さ
.れ

る

貯

，藏

量

に

影

響

す

る

0生
齑
者
0
經
營
資
本
が
生
.產
技
術
的
根
據
ょ
り
し
て
比
較
的
非
彈
ヵ
的
で
あ
る
に
反
し
、 

商
人
は
其
：.

Q

商
品
貯
藏
量Q.

狀
態
を
直
ち
に
信
用
條
仲
の
'變
動
■

く
.は
現
實
並
に
見
込
價
格Q

變
動
S

應
せ
し
め
る
o
從
っ
て
金 

利
の
騰
貴
に
よ
つ
て
養
づ
け
ら
れ
る
好
況
期
に
於
て
商
人
は
益
>
其
の
貯
藏
量
の
減
少
を
計
り
、
之
.に

反

し

て

，
不

況
期
に
於
て
は
信

用
狀
態
の
緩
慢
及
價
格
曲
線
の
.變
化
に
對
す
る
.豫
測
を
利
用
じ
'て
其
の
乏
し
い
貯
藏
量
を
再
び
.補
充
せ
ん
と
ず
る
.の
で
ぁ
る
0「

生
產
者 

の
手
中
に
ぁ
，る
經
#
資
本
は
容
易
に
は
it
少
さ
れ
得
な
い
？
彼
等
は
或
最
抵
限
敗
の
未
完
成
故
を
手
許
に
有
し
な
ぐ
て
は
事
業
を
續
行 

し
得
な
い
。
'然
る
に
商
人
の
手
許
に
ぁ
る
經
營
資
本
に
就
て
は
之
は
事
實
で
は
な
い
？
其
0.
齄
營
資
本
ば
其
の
M

g
寶
す
る
目
的
で
購 

入
し
た
坐
產
品
の
貯
藏
量
ょ
り
成
^
の
で
ぁ
る
0
夫
れ
等
は
消
費
者
に
販
賣
せ
ら
.る
べ
き
究
極
电
產
物
た
る
事
も
ぁ
り
、
又
坐
產
者
に 

寰
ら
る
べ
き
原
料
或
比
中
間
生
產
物
た
る
事
も
お
る
。
.
商
人
ひ
勝
藏
商
品
の
.數
量
は
伸
縮
性
を
有
し
變
化
し
易
い
o
商
人
は
市
場
及
信 

用
狀
勢
如
何
に
依
0
て
其
の
貯
藏
量
を
容
易
，に
増
減
せ
ん
.と
す
^

0
即
ち
市
敬
が
有
利
と
な
れ
ば
一
層
多
く
保
有
せ
ん
と
し
、
又
信
用 

が
髙
價
と
な
れ
ば
一
層
少
く
保
持
.せ
ん
と
す
る
。」(

註II.

九
V

へ
：
' 

.
'
一.

商
品
貯
藏
量
の
保
有
を
斯
か
る
見
地
ょ
り
取
极
ふ
場
合
に
は
當
然
次
0
如
き
結
論
が
引
出
さ
ル
る
0'
即
ち
不
況
期
が
進
展
し
金
利
が 

偁
下
す
る
.ー
.方
市
場
好
轉
ひ
見
込
が
感
ぜ
ら
れ
を
墩
合
に
、
：商
人
は
種
々
の
坐
產
物
の
貯
藏
量
を
累
積
せ
ん
と
し
、
此
の
貯
藏
量
が
纏 

て
好
況
を
齎
ら
す
材
料
を
供
す
る
.と
の
考
で
あ
る
。
斯
く
て
ホ

v
h;
V
ィ
も
亦
es
c
の
如
く
指
摘
す
る「

生
產
中
の
財
貨
の
形
態
に
於
け 

る
增
加
せ
る
經
營
資
本
は
-其
の
.段
階
に
於V

物
僙
上
.昇
の
爲
に
生
產
者
に
與
へ
ら
れ
る
意
想
外
の
利
潤
に
ょ
つ
て
で
は
な
く
、
消
費
者 

を
し
て
貯
藏
中
の
売
成
榀
に
近
餘
く
を
#
せ
し
む
る
貨
幣
の
；供
給
に
ょ
つ
て
準
備
さ
れ
る
0
商
品
貯
藏
量
が
物
價
の
上
昇
を
伴
は
ず
に 

其
の
逼
迫
に
耐
え
る
^
宠
分
で
あ
'る
腿
り
、
之
ば
何
人
の
犠
牲
に
も
基
か
な
い
0
以
前
に
使
用
さ
れ
な
か
つ
た
財
貨
が
消
費
に
移
さ
れ
、 

其
の
當
座
經
齋
資
本
の 

' ー1項
目
と
1>
-
'て
製
造
過
程
中
の
財
貨
ね
ょ
つ
.て
.置
換
へ
ら
れ
る
L,(

驻11r6

"o.

斯
く
て
好
況
期
は
販
賣
の
^

㈨
と 

商
品
貯
藏
量
の
減
少
と
に
關
聯
し
て
ゐ
る
と
去
ふ
彼
の
_
論
は「

動
的
資
源
の
.貯
藏
量
は
好
況
期
に
累
積
し
て
不
況
期
に
分
散
す
る」

と 

云
ふ
ピ
グ
！
の
結
論
と
芷
0

ひ
泄
位
に
立
つ
も
の
で
ぁ
.

も：：又
膩
人
が
貯
蔵
量
を
欲
減
す
る
勘
準
を
貨
幣
的
金
融
的
.條
件
に
歸
し
た 

點
に
於
て
從
來
の
.逆
型
理
論
のt

層
の
發
展
が
認
め
ら
れ
：る
。

^

、

景
氣
循
環
^
商eg

貯
蔵
量
の
：關
係 

i
l

七

(

ニ
七
5'



影
氣
循
環
ミ
商
品
貯
蔵
量
の
關
係 

j
.
l

ル

f

 
ニ
七
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，

5 

:
ケ
ン
プ
リ
ッ
デ
學
派
の
貨
幣
的
景
氣
理
論
上
現
代
に
於
：

B

るi

の
隨
將
た
る
ケ
イ
ン
ズ
：に
於
て
は
ホ
ー
ト
レ
イ
と
は
反
對
に
順
型
浬 

論
が
强
調
A
れ
る
？
商
品
貯
藏
量
の
‘運
動
魟
關
ず
る
歡
見
解
防
其
の
歡
幣
論
_

1

#轵
六
編
梗
費
率
と
そ
の
變
®J
I

特
に
第
二
十 

尤
章
流
動
资
本
の
項
に
記
述
.さ
‘
る
0
.
,
?
.
.
.
ソ
::
.'.
づ
\

 

:

.

..彼
に
於
て
先
づ
•實
物
資
本
又
は
_
質
的
富
の
貯
'へ
は
如
做
b
る
場
合
ム
も
次
か
三
形
態
の
何
れ
が
に
分
類
さ
れ
る
。
即
ち 

ぃ(
T
y

 

使
用
中
の
財
貨
-

^
 固

定

資

本

一

，
：

V
'-'
:'
バ

バ ̂

V

o

-

V

v

.
o
l
.

)

ノ
塞
中
の
財
貨
-
—

經

營

擊

|

と
呼
ば
れ
‘る
l

r
ラ

^̂
^̂
^̂
^

.へ
-

：c

三)

.

.
'
保
廳
中
の
財
貨
-
—

流̂
動
資
本「

わ
 

U

.、

;■
•
.

不
況
期
を
通
匕
て
の
經
營
資
本
の
減
損
が
適
當
&
種
類
の
流
動
資
本
の
之
，に
匹
_
す
る
•
大
に
r
つ
て
平
均
さ
れ
る
な
ら
ば
、
然
る 

時
好
^
期
間
中
の
氣
營
資
本
の
^

充
は
旣
#

の
大
置
0
流
動
資
本
に
依
賴
ず
る
事
に
ょ
つ
.て
晚
就
さ
れ
る
と
考
へ
ら
れ
る
.9
,前
述
の
ホ 

1
ト
レ
イ
は
此
の
假
定
に
茄
礎
を
置
咖
て
景
氣
循
環
と
商
品
貯
齡
免
運
膨
の
衝
行
を
氣
い
於
も
の
で
あ
る
。一
併
し
乍
ら
ケ
イ
y
ズ
に
從 

へ
ば「

事
象
の
經
過
は
ホ
ー
ト
レ
イ
の
想
像
す
る
が
如
ぐ
で
は
な
く
、
經
營
資
本
に
於
け
る
變

動
が
流
動
資
本
に
於
け
る
反
對
の
變
動 

に
ょ
0
.て
平
均
さ
れ
を
事
は
な
^

:で
あ
ら
ぅ
と
异
ふ
事
ば
表
面
上
ば
§
_

私
& -
^-
:
0;
'
-
#
し
歡
々
舴
此
：の.事
項
を
.よ

り

激<'
-
考

察

す

る

啟 

ら
ば
ァ
我
ダ
比
事
實
上
叉
理
論
上
反
對
の
意
見
を
可
と
ず
べ
ぎ
充
分
の
理
か
の
取
す
ざ
泰
ど
見
出
ず
ず
あ
ら
ぅ
^
其
處
に
は
即
ち
三
岡 

の
理
由
が
存
し
、
.そ
の
中
最
後
の

も
の
は
最
も
不
可
欠
.で
瓜
る
と
考
ふ
寬
故
に
於
で
最
.；
敗
本
的
な
■•も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
等
は
次
の 

事
を

示
す
傾§

あ
る
0
^
ち
木
況
.の
初
期
办
段
階
に
、於
て
.
1流
跡
資
本
0.
鯊
積
へ
o:

亩
成
是
霞

敗
落
加
が
あ
り
得
る
'に
も
f

ず
、 

不
況
が
底
點
.に
達
す
る
以
前
に
經
營
資
本
に
於
け
.る
減
少
は
、
.流
卿
資
本
に
於
け
か
凡
.ゆ
る
墙
加
を
遙
加
に
凌
駕
し
、
そ
の
結
果
不
兄
. 

.の
底
點
に
於
で

存
す
各
流
軌
財
.の

貯
藏
量
は
單
に
间

復
.の

極
く
，孤
期
の
段
階

む
於
が
各
必
要
に
供
.へ

I

に
语

る
に
止
る
事
で
あ
る
。
し

S
 
三 
一®

.

斯
く
し
て
ケ
ィ
ン
ズ
、は
.其
の
理
由
と
：し
て
第1

に
不
況
期
に
於
て
生
產
の
俄
減
が
消
費
の
そ
れ
よ
り
急
激
な
る
事
、
從
つ
て
經
營
資 

本
の
減
損
.は
流
動
資
本
の
凡
'て
.の
.增
加
を
超
過
ず
•べ
き
事
。
■第
：

！
r

に
、
種
々
绦

:の
、結
梁
、
=如
何
な
る
時
忙
存
往
^'
み
流
動
資
本
も
：其
0:
眞

0
過
：剩
貯
藏
量
ば
非
常
に
僅
少
ゼ
办
0
て
.■經
營
資
本
の
補
充
に
對
し
何
等
決 

定
的
影
響
を
持
ち
得
&

い
事
>
斯
ぐ
て
©

^
貯
藏
量
は
不
況
0
.初
‘期
の
.局
面
に
'於
て
其
れ
等
.の
.最
高
限
度
に
到
達
す
る
傾
向
を
有
し
、 

又
景
氣Q

囘
復
が
決
矩
的
に
始
ヶ
.つ
'
\
:ぁ
る
時
.に
低
點
_に
ぁ
る
事
0

§̂
1

に
商
品
貯
藏
量
維
持
費
用(

®
^
三̂)

の
多
大
な
る
■
よ
り
不 

況
の
‘末
期
に
於
け
冬
流
動
財
の
貯
藏
量
が
囘
復
.へQ

物
質
的
補
助
を
供
す
る
に
は
充
分
で
：な
い
事
等
を
指
摘
し
た
。

.，斯
ぐ
て
結
局「

何
等
か
の
種
類
の
高
い
維
持
費
用
の
稃
す
る
爲
に
.現
在
の
經
濟
的
設
備
は
過
剩
の
流
動
資
本
を
處
理
す
る
爲
に
何
等 

(D
JE
常
的
準
備
^
爲
し
得
な
い
o

_

uも
r
_以
前
0;
誤
算
の
結
粜
と
し
て
斯
か
を
貯
藏
量
が
存
す
，る
.に
至
4
な
ら
ば
、
其
の
財
貨
の
慣 

格
は
.其
れ
等
を
吸
收
ず
石
に
充
分
な
程
消
費
が
墦
加
す
る
か
或
は
坐
產
が
減
退
す
る
迄
下
落
し
續
け
る
O
V
:
'
.
囘
復
は
I

大
體
か
ら 

云
へ
ば—

商
^
貯
藏
量
が
吸
收
を
れ
を
迄
は
始
り
得
な
い
9
:そ
0
結
果
阊
復
の
過
程
は
商
品
貯
藏
量
の
存
在
に
よ
り
大
い
に
便
宜
化 

ざ
.
れ

る

事

ば

办
|}
:
得
な
い」

.と
見
.て
逆
型
理
論
ぺ
の
■反
對
を
明
か
に
し
更
に
續
け
.て
4
此
の
：節
の
結
論
は
我
々
の
現
在
の
經
濟
組
織
は 

流
動
財
の
貯
藏
を
嫌
惡
す
る
と
云
ふ
事
に
依
0.
,て
要
約
さ
れ
得
る
？
若
0
も
斯
か
る
貯
藏
量
が
存
往
す
る
に
至
；る
：な
ら
ば
、
そ
れ
を
分 

散
せ
ん
と
の
强
カ
な
カ
が
直
友
忙
働
ぐ
。
過
剩
貯
藏
量
を
斥
げ
ん
と
0
努
カ
は
不
況
を
擴
大
1>
1
そ
の
.努
カ
：の
成
功
は
囘
復
を
妨
げ
る」 

f
i
u
r

四)

ど
：生
張
す
名
。
•即
ち
ケ
ィ
：ン
'ズ
.に
於
て
ぼ
順
型
璉
論
.の
强
調
が
見
ら
れ
る
の
で
ぁ
.令

：

,ァ
以
上
に
示
'ず
_如
く
景
氣
循
環
ど
商
品
貯
藏
量
の
.關
係
に
就
て
.は
ニ
0
;の
..見
解
の
對
立
が
ぁ
る
.。
.：而
も
今
日
通
常
支
配
的
原
：理
と
し
て

景
氣
循
環V

商
品
朌
藏
量
の
關
係 
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大
體
^
於
て
見
れ
ば
般
^

^
景

氣

-0
£
1:
-
'得

培

れ

±
漸
次
杷
增
加
3
、
不
»
を
通
じ
^
漸
次
に
減
少
す
る
0.

「

斯
く
て
そ
れ
は
好
況
明
に 

大
に
し
て
.不
巧
®
杧
づ
で
.あ
：5
0
.タ
而
^'
;此
^
表
現
^

^
不
克
分
.で
あ
.る
0
'不
況
期
は
槪
じ
て
生
產
よ
り
消
#

0
大
な
る
寺
阴
で
あ
り
、

之

に

反

し

舊

期

は

少

く

義Q

初
期
に
於
て
は
尙
_

が
：よ

基

で

f

 
.と

農

べ

、
，
塵讀

の

結

果

、

i

が
消

费

を

凌

駕

す

る
時
期
.で
あ
る
P
•か
，、
る
事
情
を
考
慮
す
れ
ば
商
品
鐵
量
■

動
は
次
の
如
く 

U

即
ち
濯
の
初
期
i

極

ぬ

て
多
額
f

谈 

量
が
存
す
今
好
況
の
頂
點
に
於
て
消
費
は
激
增
し
た
f

拘

參

唐

の

8

は

更

道

を

凌

駕

し

樊 

然
る
に
恐
慌
其
他
：の
.事
情
に
よ
り
景
氣
が
下
降
し
始
め
る
i
需
要
は
更
に
減
少
し
多
額
S

品

顏

量

が

淺

莩

るO

不
況
に
轉
じ
て 

も
生
產
は
其
の
固
謹
設
備
の
故
I

速

に

は

減

少

不

況

期

の

.永
續
.に
0
れ
-て
始
め
i

產c

縮
少
が
進
行
す
る
。
他
方
社
會 

の
消
費
肯
ヵ
は
不
翁
に
於
て
も
比
較
的
減
少
せ
ず
從
つ
'て
商
品
貯
藏
暈
は
漸
次
に
減
少
す
る
？
更
に
進
ん
で
好
況
期
に
入
る
。
最
初 

生
產
は
消
費
の
：；激
增
に
伴
は
ず
商
品
貯
藏
量
は
急
速
に
減
少
ず
る
が
、
'纏
て
_

擴
張
の
遂
行
と
共
に

却

つ

て
梢
大
す
る
に
f

c
^
J
l
s

〕

■

併
し
乍
ら
此Q

順

謹

黎

露

は

f

 

S

謹

論

S

雪

豪

す

f

 Q

で
な
い
。
事
實
、
順

糞

Q

何
れ
が
f

香

で

あ
る
か
單
に
理
論
上Q

み
よ
り
は
解
決
し
難
い
問
題
で
I

。
斯
か
I

に
於
1

6

.•
ブ
ラ

ジ

鑒
に
關
す
る
包
括
的
な
統
計
的
分
析(

驻
.三
，六)

'は
大
な
る
指
針
を
與
へ
る
念
と
し
て
注

目

提

實
證
か
硏
究
の
成
^
わ
り
し
て
商
品
]^
藏
量
.の
^
動
態
様
に
關
す
石
よ
り
確
定
的
^
認
識
へ
の
到

達

を

企

て

や

ぅ

。
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せ
る
營
利
資
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と
し
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擧
げ
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も
の
は
次
の
四
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で
あ
り

*
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'

遊
休
せ
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1ー、銀
行
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剩
虫
產
滯
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.前
節
に
於
て
ニ
分
し
，て
考
察
.し
た
順
逆
理
論
#

々
の
當
否
ば
^
か
角
' 
景
氣
循
環
を
論
ず
る
に
際
し
て
は
多
く
の
論
者
が
商
品
貯
蔵 

遨
'の
問
題
に
觸
れ
各Q

が
常
で
あ
る
。
..而
も
其
の
際
に
於
げ
衣
商
品
貯
藏
量
の
循
環
的
態
様
に
關
す
る
斯
か
る
說
明
は
經
濟
組
織
に
存 

す
る
商
ロ
§
貯
藏
量
：の
多
歡
性
並
淡
に
备
撖
商
品
貯
藏
量
'の
循
環
的
變
動
办
興
同
性
を
考
慮
ぬ
入
れ
て
^
ふ
-ど
思
は
れ
な
い
0
此
の
事
は 

前
拇
0:
諸
論
馨
1
就
て
も
12\
ひ
#
を
#

で
^
り
;»
.
:彼
等
は
.全
然
多
樣
6

^
搞
1'
.

^
漠
然
わ
1>
'
"て
貯
藏
量
全
般
を
扱
ふ
か
、
或
は
又
主 

た
.る
0
0
を
卸
小
寶
商
の
'手
許
に
於
け
る
商
.ロ 
gir
f

l
JL
に
局
限
し
て
以
I
.風
れ
^-
と
爲
す
が
如
<:
:
で
あ
ん
^
前
述
の
論
者
中
に
於
て
は 

僅
か
.に
ホ
ー
ト
レ
、ィ
の
み
が
主
た
る
對
象
は
«:
業
者
貯
藏
量
に
置
#,
な
が
ら
、
^
と
比
區
.別
レ
：て」

坐
產
者
貯
藏
量
に
も
言
及
し
其
の
非 

弾
力
性
を
指
摘
し
た
o
併
し
乍
ら
商
品
貯
藏
&■
■

全
般
の
考
察
に
と
つ
て
斯
か
る
取
扱
は
不
充
分
で
あ
り
、
吾
人
は
先
づ
分
類
的
觀
察
を 

行
0.
た
後
に
綠
合
す
る
服
が
な
け
れ
ぼ
釭
ら
^:
ー'-
.;
'.
'
フ
.
:

從
つ
て
，ブ
'ラ

ジ

エ
ダ
ト
に
從
へ
ば
齡
品
貯
藏
量
比
先
の
ー
オ
種
ー
に
分
ケ
て
分
祈
さ
る
べ
き
で
あ
る
。
即
ち

資
氣
爾
環
ぜ
商
0:

叫
,
藏
蛰
か
_
依 

ー
5 ,
ー 

2

八



景
氣
猶
瑱
ミ
商
i

蔵
a
の.
關

敗

. 

:

3
 

(

ニ
八
二)

(

.
0
'消

馨

、
小

直

及

卸

動

0;
手
許
に
故
け
ん
商
品
貯
變
？

::
.;(
.ニ
'

)

生
產
者
の
手
許
に
於
^

を
.原
料
及
半
成
品
の
貯
藏
量
，

- 

.

:(
三〕

-

一
旣
述
の
如
く(

ー〕

は
從
來
の
最
氣
循
環
論
に
於
て
逋
常
扱
は
れ
相
も
の
な
る
故
、
政
に
特
に
意
義
を
有
ず
る
の
は
0

一
 

M

 ー5

1
 

る
。.奢

「

從
來
商
品
貯
藏
量
の
.循
環
的
態
様
に
關
ず
る
殆
ぎ
凡
で
の
議
論
に
於
て
-:
-
種
の
：■商
品
貯
藏
量
即
ち(

A)

生
産
者
の
；手
呼 

に
.於

け

る

震

愛

(
B)

其
の
坐
麼
使
用
さ
れ
る
原
鍪
碟
■

腺
品
發
藏
量
紙
無
視
さ
れ
T
ゐ
.石

货

 

つ
て
其
れ
等
麄
鍪
が
景
氣
循
環
に
t

如
何
な
る
態
様
を
採
る
I

自
で
な
S

、
M:
に
.又
、
生
産
者
に
よ
.

る
完
成
ロ
m

l
の
額 

に
於
て
卸
賣
商
の
購
入
に
於
け
る
よ
り
.；一：蜃
大
な
る
變
動
が
期
待
さ
る
，へ
き
か
«>
'■明
白
で
な
い
0

.

V 

勿
論
S

者
に
よ
る
完
成
品
貯
i

.
も
遲
か
れ
早
か
れ
景
氣
の
®
環
的
變
動
の
：影
響
を
受
け
る
0
而
し
此
の
事
よ
り
し

て

、
.好
況
明 

に
唐
者
の
完
成
品
貯
藏
量
が
卸
•
小
賫
商
の
貯
藏
量
增
加
と
同
時
に
增
大
す
る
と
か
或
は
む
以
上
に
增
大
す

る

と

か

は

.
必
づ
し
も 

言
ひ
.得
な
い
。
更
に
又
生
產
者
の
_

品
：貯
藏
量
S

化
が
生
じ
て
も
.必
づ
し
.も
凡
ゆ
る
場
合
に
卸
•
小
賣
商
の
貯
藏
量
の
增
大
が
起 

る
と
は
限
ら
な
い
？
.藉
し
卸
•
小
寶
商
の
：商
品
貯
藏
量
は
購
入
：に

古

增

大

し
、生

產

者

の

そ
れ
は
生

鹿

に

よ

り

擴

火

す

る

。

又

多

く

の

 

蠢
に
於
て
ば
唐
親
の
途
行
は
相
當
期
間
を
必
要
と
し
從
つ
て
製
造
家
は
暫
く
の
間
其
の
完
成
品
へ
の
註
文
增
加
に
新
製
品
を
以 

て
應
じ
得
な
.い
。
斯
く
て
或
產
業
に
於
て
は
好
況
期
に
於
て
卸
•
小
賣
商
の
購
入
及
f

貯
藏
置
が
頂
點
に
在
る
時
期
に
、
先
づ
之
等 

の

雪

は

畫

者

'の
完
成
品
貯
藏
量
中
よ
り
奢
さ
れ
_て
■

貯
藏
置
.は
.最

蠤

裳
か

、

系

^
^
^

於
量
が
增
大
す
る
頃
は
旣
に
卸
•
パ
賣
商
の
購
入
及
貯
藏
置
は
下
向
傾
向
を
迎
り
故
め
る
！f

も
あ
.る
o:
即
ち
坐
產
者
の
免
成
品
貯
蔵 

I

變
動
態
檨
に
關
し
て
は
景
氣
循
環
從
つ
て
卸
賣
商
の
註
文
增
減
に
直
ち
に
應
じ
得
る
か
否
か
に
よ
つ
S

異
、が
認

同
様
に
生
產
者
の
手
許
に
於
け
る
原
料
及
半
成
品
貯
藏
量
の
變
動
も
.卸

•
小
賣
商
：の
完
成
品
貯
藏
量
の
.變
動
と
必
づ
し
も
同
時
的
に 

變
動
す
る
と
は
考
..へ
ら
れ
.な
い
し
又
之
等
の
變
動
が
最
大
と
：は
限
ら
な
.い
。
殊
に
多
く
の
産
業
に
於
て
原
料
及
半
成
品
の
貯
藏
量
は
生 

產
の
繼
«
を
計
る
爲
め
に
蓄
積
さ
れ
る

の

で
、
卸
»
商
が
盛
ん
に
購
入
し
て
貯
藏
量
を
增
大
L

a
つ
又
完
成
品
の
^
產
者
が
坐
產
擴
張 

に
努
ヵ
ナ
る
好
況
期
_に
於
て
多
く
の
場
合
M
料
及
半
成
品
o
漸
減
：が
豫
想
.さ
れ
得
る
o

:

:
.'
,
,
''

從
つ
て
坐
產
者
の
手
許
に
於
け
る
完
成
品
貯
藏
量
又
は
原
料
及
半
成
品
擗
藏
量
の
場
合
に
は
景
氣
循
環
の
期
間
を
通
じ
て
其
の
變
動 

態
鎌
に
多
様
性
の
存
す
る
事
が
觀
取
さ
れ
る
9

即

ち
一
宛
の
売
成
品
、
半
成
品
及
原
料
の
，貯
藏
最
は
景
氣
の
循
環
に
對
し
逆
の
變
動
を 

示
す
に
反
し
、.
他
の
.一

定
郜
分
は
之
に
順
の
關
係
を
示
す

Q

で
あ
る
0

.斯
く
て
商
品
貯
藏
置
金
般
の
考
察
に
際
し
て
は
之
等
坐
產
者
の
.手
許
に
於
け
る
貯
藏
量
を
無
視
し
得
な
い
の
で
あ
り
*
ft
b
の
事
は
^
 

近
に
於
て
：之
等
貯
藏
量
の
價
額
が
卸
*小
賣
商
の
.保
有
す
る
：貯
藏
量
價
額
に
接
近
を
示
し
つ〜

あ
る
と
茇
ふ
統
計
的
事
實
^
ょ
つ
て
も 

裏
書
さ
れ
る
。(

胜
三
0

以
卞
前
記
の
分
類
.に
從
つ
て(

.一)

S

)(

三)

夫
.々
の
貯
藏
量
に
就
て
の
考
察
を
進
め
や
ぅ
。

.

. 

.

C

一)

消
費
者
、
.小
寶
商
及
卸
賣
商
の
手
許
に
於
け
る
商
品
：貯
藏
量
。

先
づ
激
費
者
と
小
賣
商
の
職
入
及
商
鉑
貯
藏
量
に
關
し
て 

考
察
す
れ
ば
、
好
況
期
に
於
て
.小
寶
商
の
購
入
及
貯
藏
量
は
消
費
者
の
そ
れ
等
ょ
り1

層
迅
速
に
增
加
し
、，
又
他
方
不
況
期
に
於
：て
は 

小
寶
商
の
購
入
及
貯
藏
量
の
減
少
は
消
費
者
の
そ
れ
等
ょ
り1

層
火
で
あ
.る
と
考
ベ
ら
れ
る
。
斯
か
る
見
解
は
芷
に
合
理
的
で
あ
る
。 

即
ち
ボ
來
利
潤
を
得
て
轉
寶
ず
る
目
的
で
腐
品
を
購
入
•貯
藏
す
る
所
の
小
賣
商
は
物
慎
上
#(

下
落)

が
期
待
さ
ft
る
際
に
、
其
の
購
人 

擴
張C

縮
少
.

)

し
、
.商
品
貯
藏
量
を
增
大(

減
少)

す
る
事
に
ょ
つ
て
之
に
適
應
し
得
る
。
：
蔻
し
彼
等
は
貯
蔵
の
便
宜
、
必
要
な
る
信
用 

獲
得
の
手
段
、
並
び
に
獲
得
す
；：る
商
：品
の
'質
及
其
0
最
良
資
源
に
就
て
(0
智
識
等
を
持
ち
得
る
か
ら
で
あ
る
0
約
言
す
れ
ば
小
賣
商
營 

業
の
-〗

重
要
部
分
は
慣
楮
の
變
動
を
直
ち
.に
利
用
す
る
事
に
あ
：り
、
彼
は
此
..の
職
能
を
果
す
上
に
必
要
.な
便
宜
を
保
持
し
て
ゐ
る
。
之 

:

赀

氣

循

環

商

鼎

貯

藏

量

の

關

係

r

s

:
2八
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I

に
£

て

馨

.は

塵

i

余
、
翁

、
財
貨
の
質
に
關
す
る
I

及
I

f

 

I
に
霧
さ
れ
得
る
I

確
實
f

次
く
が
故
に
、
好
況
期
に
於
て
其
I

入
及
貯
f

大
な
る
鑛
張
を
行
ひ
得
な
ぃ
k

つ

不

は

逆

に

る
縮
少
を
爲
し
得
な
い
，

：

：
.： 

.

. 

•
•
•
■•
-
 

.

.

. 

• 

• 

. ' ' 

. 

.

.

.

.

. 

.

'
.次
い
I

鹫
商
と
.卸
賣
商
間
S

て
其
i

入
及
商
品
貯
藏
量
I

 

け
る
方
が
f

に
於
戈
よ
り
大
で
ぁ
る
。
'

?
先
づ
解
ー
I

り
非
弥
カ
的
で
ぁ
る
に
.反
し
.、
.

_

谪

ば

序

孚

る

奮

著

襄

は

彈

力

的

で

I

O
第
こ
に
、
卸
寶
商
は
小
賣
商
に
比
し
物
賢

! .
1

5

_

?
3 ?
_

漏

1

!

用
し
得
|

位
ー
|

舊

2

實
商
|

|

|

—

原

因

：

'て
の
f

参

i
-

c
l

e
t

s

 

m

l

n

yに
小
賣
商
に
比
し
.て
よ
I

機
的
な
過
U

に
，よ
つ
_ 

5

は
さ
I

で
I

。：

更
に
以
上
の
f

消
I

よ
り
小
賣
商
、
.
.卸
賣
商
と
遡
I

隨
ひ
其
の
.溝
入』

 

品

歎

I

よ
り
大
I

影
響
を
與
へ
る
原
因
と
し
て
、
信
用
獲
得
の
'寒

、
‘

^
^
^

て
|

狀
態
の
震
の
結
f

し
て
の
購
入
及
商
藤
藏
量
の
變
化
I

麗

■に
f

多
く
起
り
、
小

囊

而
も
旣
に
見
る
如
く
卸
賣
商
及
小
寶
商
の
.場
合
に
彼
等
は
利
靈
得
I

標
.
と

し

て

行

動

す

る

の

で
好
況(

或
は
不
況)

を
通

じ

て

物

け
t

f

u

ls f
c
譽

簾

循

f

對
し
之
I

f

 f

l

f

れ
る
。
I

す
れ
I

達

ブ

し

！
n

に
減
少
す
る
一
。

而

し

て

其

の

，
限

^
に
於
て
顧
型
理
論
は
是
認
せ
ら
れ
：る
、

.

0
:0
'生
囊

-C
D
手
許
に
存
す
る
原
料
及
半
成
品
の
纏
1
。

循
環f
見
地
よ
り
見
れ
ば
之
.等
，の
i

f

 S

指
摘
し
た
如
く

(

ィ)

選
擇
の
■#
要

(
a

 )

作
業
繼
_

及(

パ)

投
機
的
目
的
の
，三
理
由
の
爲
め
に
保
有
さ
れ
るo

而
も
主
た
.る
要
因
は(

a

 )

で
あ
り(

ィ〕 

及C
O

は
之
等
貯
藏
量
を
獲
得
す
る
時
期
及
方
法
に
主
と
し
て
影
響
を
與
へ
る
に
止
る
。
ブ
ラ
ジ
エ
ッ
ト
に
依
る
と
斯
か
る
貯
藏
量
系 

列
と
し
て
次
の
一
一
種
の
も
の
が
選
ば
れ
るo

其
れ
等
は
即
ち
原
油
、
.鐵
鑛
、
錫
、
，
坐
糸
、
皮
革
、
化
學
用
パ
ル
ブ
、
il
行
者
の
手
許 

に
あ
る
新
聞
紙
、
未
精
製
i

油
、
未
精
製
砂
糖v

小
麥
及
原
棉
等
で
あ
り
、
其

の

中

繁

、
未
精
製
綿
種
油
及
肇
の
三
種
が
景
氣 

循
環
に
順
行
を
示
すQ

み
で
他Q'

八
種
は
何
れ
も
之
S

度Q

逆
型
麗
を
表
示
す
る
。
然
ら
ば
何
故
に
此
S

系
列Q

多
く
が
景
氣 

r
環
に
對
し
て
逆
の
關
係
を
示
す
か
に
就
て
吾
人
は
數
個
の
理
由
を
擧
げ
得
る
。
先
づ
多
く
の
原
料
の
生
產
は
景
氣
循
環
に
比
し
て
長 

期
間
の
且
つ
不
規
則
性Q

靈

裏

し

、
又
多
くQ

半

成

當
其Q

獲

的

供

給

は

之

等

屢

塞

q

不
規
則
；

g

霞
に
依
存
す
る
結

M

原
料
及
半
減
品
の
佻
給
は
典
の
消
費
が
大
な
る
好
況
期
に
必
づ
し
も
充
分
で
な
い
0
他
方
に
於
て
、
多
く
の
讓
は
其
の
原
料
生 

産
の
變
化
に
從
？

其
の
坐
產
率
を
變
へ
る
事
は
な
いO

寧
ろ
原
料
生
產
の
狀
態
に
關
係
な
く
經
濟
的
な
率
で
凭
成
品
を
産
出
し
得

る
 

事
が
望
ま
し
い
。
從
つ
て
產
業
の
種
類
に
ょ
つ
て
原
料
を
猶
ぇ
ず
購
人
す
る
も
の
も
あ
れ
ば
或
は
原
料
の
生
產
及
價
格
上
の
循
環
に
應 

じ
て
購
入
量
を
變
ベ
る
も
の
も
あ
る
，「

而
し
何
れ
の
場
合
に
も
エ
業
的
消
費
者
0
手
許
に
於
け
る
.之
等
の
材
料
ハ
原
|
^
半
成
品
を
含 

む)

の
^
蔵
量
へ
0
主
^
る
影
響
は
之
等
材
料
の
消
費
上
の
循
環
的
運
動
の
衝
擊
ょ
り
來
る」

齒
四
8

0
即
ち
好
況
期
に
於
，て
消
毅
は
增 

大
し
且
つ
:#
料
の
供
給
は
そ
れ
程
迅
速
に
は
增
加
し
な
い
の
で
貯
藏
量
は
減
少
す
る
傾
向
が
あ
り
、
不
況
期
に
泠
て
は
消
費
は
材
料
の 

供
給
ょ
り
速
く
下
落
し
新
し
く
貯
藏
が
蓄
積
さ
れ
る
。
斯
く
て
之
等
材
料
の
貯
藏
•*
と
其
の
在
產
間
の
通
常
の
關
係
如
何
に
拘
ら
ず
、
 

最
も
重
要
な
る
事
實
は
之
等
の
貯
藏
量
は
其
の
；消
費
に
於
け
る
循
環
的
運
動
と
逆
に
變
動
す
る
事
で
あ
る
様
に
田
心
は
れ
る
？
消
费
の
循 

環
は
通
常
景
氣
循
環
と
密
接
に
關
聯
す
る
が
故
.に
此
の
事
は
多
く
の
產
業
に
於
け
る
材
料
の
貯
藏
量
は
景
氣
循
環
に
逆
に
一
致
す
る
循 

I

f

f

意
味
す
，

パ

ム

. 

•

•.
#
氣
猸
擐
迖
谪
品
貯
蔵
遣
の
關
係

 

一
ニ
.七

O
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■#
篇
谓
環
«
谪
漏
黹
藏
量
の
關
#

ご

ー

八
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八
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景
廣
猶
摩
順
型
の
運
動
禀
す
三
種
の
系
列
に
就
て
は
、
之
等
.の

麵
に
於
.て
は
作
業
繼
續
の
爲
の
貯
藏
を
證
の
も
の
程
必
要 

と
し
な
い0
此
め
事は
之
等
の
適
讓
が
一
定
库
で
作
業
す
る
華
を
望
ま
ぬ
の
で
は
な

く
、
之
等
の
«*
料
の
矶
|
が
消
#

へ
^
い
よ
く
藤 

合
す
る
窜
を
意
味
す
、
即
ち
其
0
肩
用
す
る
材
料
の
相
當
量
を
貯
獵
す
べ
き
物
理
的
金
融
的
條
件
に
旗
ま
れ
な
い
產
業
に
於
て
は
、

循 

摄
的
見
地
よ
り
其
の
材
料
の
購
入
を
消
廣
土
の
必
要
に
密
接

i
聯
せ
しめ
て
.顧
小
量
の
貯
藏

量
を
保
有
せ̂
と
し
、斯
か
る

際
に
は 

興
の
貯
藏
量
は
消
費
從
：つ
て
景
氣
循
環
に

順
行
す
る
に至
る
,

'

；
:

.
然
し
景
激
循
環
に
關
す
る
順
或
は
逆
の
程
度
'に
關
し
て
は
各
顧
商
品
に
よ
.

つ
'

て
.
夫
々
相
違
は
#

す
る
が
大
體
に
於
て
逆

型
のも

の

は

 

其
の
程
度
■

く
、
順
型
の
も
の
は
其
の
程
度
灌
い
と
解
さ
る
。
ブ
'ラ
ジ
.
.エ：
f

此
の
高
俊
の
£

は
各
景
氣
循
環
局
面
に
於
け
る
之
等
貯
藏
量
：の
.變
動
態
樣

<0
統
ブ
性
と
規
则
性
を
示
す
に
外
な
ら
ミ
0
•[
:
の
事
は

間
接
に
之
等
貯
織
量
の
循
環
例
變
動
を
蘭
ら
す
要
因
が
循
環
毎
に
規
則
的
に
變
化
す
る

事
を
意
味
し
、
，
其
の
主
た
る
要
因
は
旣
述
の
如

く
消
費
.の
循
環
的
變
動
が
ぁ
る
。
即
ち
消
費
の
變
励
は
循
環
毎
に
大
さ
は
異
る
も
大
體
時
期
を
同
じ
ぅ
す
る
の
で
之
等
貯
藏
量
は
各
-t
.

氣
循
環
に
於
て
大
體
同

一

時
期
に
增
減
す
る。
，：
' 同
様
に
順
型.
貯
藏
量
の
f

低

度

の一

致
性
は
之
®

藏
量
の
.不
規
則
な
態
様
を
示
す 

と
解
さ
れ
るo 

'
 

.

.
、

:

,

.

:

.
:
:更
に
兩
I

貯
藏
量
循
環
と
景
氣
循
環
間
の
轉
间
點
に
坐
ず
る
時
差
が
特
殊
s

_

s
す

る(

黯

1
0
"證

貯

藏

量
..

の
轉
囘
點 

は
景
氣
循
環
の
そ
れ
.に
比
しlead

裏

す

6
:即
ち
そ
れ
は
好
況
期
；

ま
る
稍
以
前
に

下
降
を開
始
し
、

不
況
期
以

前

に

上

昇

し

始

 

め
る
。
-
之
に
反
し
て
順
型
貯
藏
量
は
景
氣
循
環
に
對
し
確
定
的
で
は
な
い
が
大
體
茗

を
示
す

'0
斯
く
て
そ
れ
は
好
兄
明
開
始
後
に
. 

上
昇
し
>
不
況
期
が
終
つ
て
後
に
下
降
す
る
？

-'

(

三
.
>
:
.
生
產
者
の
手
許
.に
於
妙
4
完
成
品
の
貯
藏
量
:°
ブ
ラ
：ジH

ッ
ト
に
從
<
ば
生
產
者
の
‘手
許
に
於
け
る
完
成
品
に
は
不
均
衡

:

的
|
藏

量

管

昏

堡

1
7 stocks)

と
便
宜
的
貯
藏
置(the c

o
n
v
i
n
c
e

 

stocks)

の
二
種
が
あ
る
。
前
者
は
即
ち
其
の
！

勺
變
動 

力
景
氣
循
環
に
逆
の
關
係
を
示
し
後
者
は
そ
れ
に
順
の
關
係
を1

零

も

の

■.で
.あ
'る
。
不
均
^

糧

間

Q

贤
環
的
態
燈
於
け
る
不
釣
合
か
ら
音
不
況
期
岛

大
し
て
好
況
期
に
減
少
す
る
。
斯
く
て
そ
れ
は
循
環
的
百
的
に
對
し 

V

緩
衝
器Q

役
割
を
演
じ
換
言
す
れ
ば
猿
繼
續q

輝
め
の
豫
備
I

.
る
。
之
..に
：反
し
望
的
貯
藏
量
は
其
の
.坐
產
が
靈
及
出
貸
の 

循
環
的
變
動
袅
じ
得
る
樣
に
猸
環
袖
に
變
動
し
得
る.又
せ
.ね
：ば
た
ら
ぬ
諸
產
業.に
於
て
保
有
.さ
れ
る
。
從
つ
で
そ
れ
は
坐
產
と
出
貨 

‘の
間
.の
1
時
的
不
調
整
に
備
へ
ら
れ
好
況
期
に
增
大
し
..不
況
期
^
減
，少
す
る
0

.
•;
:'
;斯
く
‘条
均
衡
的
貯
藏
量
は
生
產
物
の.眞
の
_貯
藏
量
を
代
表
し
豫
備
と
し.て
果
す
べ
皇
耍
な
：る
循
環
的
_
能
を
有
す
る
が
故
に
生 

產
に
比
例
し
.て
便
宜
的
貯
藏
量
よ
り
.よ
b
大
で
あ
.り
、
其
の
變
動
：も
よ
^
活
澄
で
あ
..る
0
而
し
て一 .

般
に
逆
型
貯
藏
量
は
其
.の
循
環
的 

態
樣
に
於
て
景
氣
從
環
に
對
し
您
度
の
關
係
を
示
し
、
順
型
の
そ
れ
は
高
庚
の
一
致
性
を
示
す
、
此
の
場
合
に
於
て
も
各
個
商
品
間
に 

幾
分
の
.相
龜
あ
る
事
は1

K

ふ
迄
も
な
い
。
ブ
ラ
ジ
.

.
H

ッ

ト

の

分

析

に

.よ

れ

ぱ

斯

か
る
完
成
品
貯
藏
置
と
.し
て
考
察
.し
た
二
十f |

種
の
系 

列
中
.

一:

:
1種
が
逆
型
に
屬
し
、
他
の
'
1ー
種
.が
順
型
^
從
ふ
0ゾ(

註
四
0

:

:

.
:
;

如
何
な
る
翔
由
に
よ
つ
て
之
等
貯
織
量
が
逆
型
或
は
順
塑
I

し
、
叉

一
致
|
度
を
異
に
す.る
か
、”先
.づ
逆
_型
貯
藏*-
よ

り

考

察 

ず
_る

な

条

、

財
貨
を盡
す

る

_

は
作
_

に

關

す

る

膂

堡

_

糞

に

_

獲

の

馨

を
受
け
な
い
事
が

指
摘 

さ
れ
.る
辰
ち
此
の
種
產
業
の
多
く
は
坐
庫
力
：の
.發
展
が
天
.で
あ
り
、
從
つ
：て
出
來
得
る
限
で
坐
產
上
の
循
環
的
變
動
を
縮
#
^
^
^

努
め
、
.不
均
衡
的
羅
量
を
保
有
す
.る
事
に
依
'つ
.て
斯
か
る
目
的
に
近
付
き
得
る
。
.即
ち
不
況
期
に
於
て
通
常
そ
れ
.等
は
當
時
の
出
貨 

に
必
要
以
上
の
高
率
の
生
產
を
特
續
し
て
貯
蔵
.量
を
增
大
し
、
好
況
期
に於

.，

て
は
其
P
坐
產
は
出
貨
の
增
大
に̂

藏
量
を
以
て
補
ふ
が
故
に
其
.案
は
減
少
す
る
。
.：斯
く
て
生
産
上|

定
.の
安
定
性
が
確
保f

れ

其

综

景
氣
微
f

脔
ロti
l
l貯
戡
量
.の
：關
.係
 

又



S

掀
環w

商
：品
：貯
藏
暈
S

保 

r

s
 

a

t
八)

. 

の
：！
®

を
示
オ
o
で
あ
る
o
'更
に
其
の
一
致
畠
胄
の
㈣

い
事
は
之
等
貯
藏
量
^
不
規
則
な
^

#
を
示
し
，
斯
か
る
不
規
則
性
は
次
の
コ
一 

.個
€>
'原
因
に
歸
さ
.れ
る

::
0
即
ち
2

.0
之
.等
貯
藏
敷
に
於
け
る
.變
化
は
原
料
及
半
成
品
の
場
合
の
：如
き
消
費
と
：袞
ふ
單I

經
濟
過
程
に
よ 

ら
ず
V
て
生
產
と
出
貨
の
循
環
的
遝
動
間
の
.不
均
衡
の
：結
果
と
し
て
ま
ず
る
事
。(

一
一
嵛
種Q

財
貨
に
；.於
て
は
景
氣
循
環
の
全
期
間
を 

通
じ
て
增
大
を
針e

つ
^
あ
■る
事
。(

三
：>景
氣
循
環
：の
不
況
期
の
.深
刻
且
つ
長
期
間
の
：際
に
生
產
の
.破
壞
的
減
退
が
生
：じ
て
'貯
藏
量
_が 

減
ず
^
に
里
^
事
等
で
^
名
。

V
- - 

■

次
に
順
型
貯
藏
量
に
就
て
.考
察
す
れ
ば
、
順
型
の
理
由
に
關
し
て
.は
そ
れ
等
が
逆
型
；0
も
の
' の
如
ぐ
生
產
と
出
貨
の
^
程
|«
に
於
け 

名
循
環
的
齟
齬
よ
セ
生
ず
る
に
あ
ら
ず
し
て
、
之
を
產
出
す
：る
產
業
に
於
て
は
坐
產
と
則
貨
が
循
環
的
見
地
よ
り
は
調
盤
さ
れ
て
ゐ
る 

に
も
拘
ら
ず
生
ず
る
貯
藏
量
で
あ
，る
：と
袞
ひ
得
る
。
從
つ
，て
.不
均
衡
的
貯
藏
量
0
如
く
»
れ
ざ
る
生
產
物
の
眞
.の
累
積
.で
は
な
く
坐
產 

よ
り
.出
貨
へ
の
過
；程
に
於
け
る
過
渡
的
な
も

の

.
で

あ

る

a 

'從
つ
て
此
の
.貯
蔵
量
は
生
產
及
出
貨
に
於
け
る
.增
減
と
卒
行
し
て

其
の
大
さ 

を
變
じ
、
，此
の
事
は
景
氣
循
環
と
順
行
す
る
循
環
的
變
動
を
示
す
；事
.を
意
味
す
P
而
も
此
種
財
貨
を
生
產
す
名
.：產
：業
に
於
•て
.は
、
其
の 

坐
產
を
需
要
及
出
貨
忆
應
ぜ
し
め
完
成
ロ
i
<D
小
量
.を
.貯
藏
す
る
方
が一.

定
の
作
業
率
を
維
持
し
て
不
均
衡
的
貯
藏
量
の
保
有
に
よ
り
生 

產
出
貨
の
調
盤
を
計
る
よ
り
は
經
濟
的
な
.の
：で
：あ
る
。
更
に
景
氣
循
環
に
對
す
る
其
の
高
度
の
一
致
性
は
逆
型
の
場
合
と
は
JH
反
對
に 

各
猸
.環
毎
に
於
け
る
_

貯
藏
量
の
變
動
態
檬
の
統
ー
性
と
規
⑽
㈣
を
示
す
。
即
ち
順
型
貯
藏
量
に
.於
て
は
其
の
増
減
は
各
景
氣
«
環 

に
於
て
犬
體
同
時
に
來
る
が
故
に
高
い
：一.致
性
が
存
し
、
又
其
の
規
則
性
は
之
等
貯
藏
置
が
逆
型
貯
藏
量
よ
り
高
度
の
統
制
に
從
ふ
事 

に
依
る
？
. 

'

,
.完
成
品
册
蔵
量
0
轉
囘
點
に
就
て
の
景
氣
循
環
と
の
關
係
は
順
型
貯
藏
量
は
豸

を
示
1
、
逆
型
貯
藏
量
は
明
瞭
で
は
な
い
が
大
體 

1ぶ

分

;0
倾
询
が
ぁ
.る
。
：
：

'

.
パ
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»
三
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£
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V
:.
最
近
の
米
：國
所
傳
統
計
の
示
す
所
にJ：
れ
ば1

九
1
1
.
0年
末
.

H

於
て
同
國
製
造H

業
に
於
け
る
八
萬
五
千
餘
の
會
社
の
.保
有
す
名 

,
.蔵
傲
は
ニ」

C

億
弗
以
上
と
評
債
さ
れ
、
：他
方I
V九
ニ
九
年
に
於
，け
る
同
國

f

賣
滴
の
.貯
藏
量
は
，五
〇
億
邦
餘
、
卸
賣
商
の
貯
藏
量
は
七
〇
億 

:

.弗
餘
、
合
計
.

1

1
0
億
弗
と
評
價
せ
ら
る
而
も
一
九1
1
0年
に
於
て
±
等
商
業
表
貯
藏
暈
は
稍
減
少
し
た
と
考
べ
ら
.れ
る
の
で
、
此
の
綠
計
よ
り

し
て
坐
產
者
貯
贼
最
の
價
賴
が

1

九
！ー0
苹
に
於
て
は
少
く
と.も
卸
ふ
賣
商
の
そ
れ
と
略
く
大
さ
を
等
し
く
す
..る
と
.測
定
さ
れ
る
。(
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党
成
品
貯
藏
馈
中
逆
型
の
も
の
と
し
て
は
、
薪
聞
紙

(

於
エ
場)

、
>

メ
ン
ト(

於
エ
場)

%
浴
槽(

於
製
邋
家〕

、
距
鉛(

於
精
練
所)

" 

獬
材(

於H

場)

、
メ
•リ
ヤ
ス
類(

於
工
場)

、
精
製
棉
©■
油
，
陳
冗C

於
製
造
家〕

、
，毛
皮
y
不
賣
鋼
鐵
极C

於
工
場〕

、
煉
乳
ハ
於H

場)

等
一
一
種 

.

.

.が
擧
げ
ら
れ(ibipp. 6
0
o
i

の
も
の
と
し
て
はr
.精
製
砂
糖
、#
物
用
紙
類C

於H

場)

、
メ
チ
ル
.ア
ル
コ
丨
ル(

於
食
庫)

、
全
部
の
鋼
鐵
板 

菸

H

場)

、
小
蔹
粉
總
額
、
売

成

綿

製

品

兀

成

寒

，
豚
肉

(

皆

藏

賢

；

T

メ
リ
ヤ
ズ
卞
着(

於H

場)

V

方
ソ
リ
ン(

於
精
製
所)

，
チ
ュ
ー
プ

.

.類(

於
製
造
家)

、
タ
ィ
ヤ
§

製
造
家〕

ラ「

5

が
擧
げ
ら
れ
る。
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:
一
叙4

の
分
析
に
依
つ
て
何
人
も
商
品
貯
藏
量
の
#

■
怦
並
び
.'ぬ
其
ゆ
#
^ :
妳
變
動
^
欉
办
楔
雜
性
に
就
ザ
新
た
な
を
理
解
を
得
た
で 

あ
ら
レ
。
：
_ち
商
品
貯
藏
f
f
iは
大
別
し
て
賢
氣
循
環
：に
W
す
.る

順

蒙

及

'逆

型
<0
-
1
.

〕

瓿
ゆ
に
分
た
ル
る
の
み
：な
ぢ
ず
\
各
部
門
中
の
個
 々

'.の
貯
藏
量
商
口
叩
間
更
^
各
個
，の
卿
藏
«
が
各
景
氣
循
瓒
局
面
へ
に
.於
：て
家
す
態
樣
間
に
さ
へ
不
同
が
見
ら
れ
る
。
斯
く
て
正
に「

商
品
貯
藏 

资
氣
循
環
式
商
ロ
1 :
?

藏

最
の

_
.
恢

 

i
n

ニ 

o
r

八
九〕
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,

，

…

！
：
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一
 

三
ニ 

{
*ニ-九
〇
4

パ

に

於

て

全

體

£

て
'

I
屢

I

I

る
i

.
の
I

及

囊

性

簾

て
_

的
總
括
|

請
す
る
ブ 

期
に
篇
し
た
大
量
.の
貯
璧
栾
況
期
に
持
越
さ
れ
、
其
の
期
間
S

じ

て

漸

藝
消

さ

れ

る

と

繁
 

誓

商

I

I

I

一I

る
事
I

义

I

の
I

I

上
に
於
て
扱
は
れ
た
の
は
f

し
て
之
f

l

 

M

'P
J

M

o

l

f考
ふ
|

ば
、
其
f

 

I

て
I

蒙

跨
 

の

理

れ
、
從
つ
て
現
賽
配
的
見I

U

.て
I

れ
る
所
■

_

焱

パ

_

_

雙

於

け
::
|

1

_

殆
ん
_

!

^

l(
7

!

3

a甘
る
諸
S

貯
藏
量
中
多
く
の
も
の
I

氣

獲

に

對

じ

證

を

示

し

、
之
に
順
型
を
？

も
の
は
少
量
に
f

即
ち 

1

ほ

成

品

の

|

に
於
て
对
逆
型
の
も
の
は
i

的
多
數
を
由
め
、
完
成
品
の
場
合
に
は
數
に
於
て
は
等
し
い
が

、

其
の
分
量
C
 

| .
^

、

1ぶ

め

力
ょ
り
.
大

で

違

..又
何
れ
の
場
合
に
も
靈
の
.方
が
其
の
謹

の
麗

に

於

て

^k

活
動
的
で
ぁ
る
。
從
つ
て
生 

碁

の

手
S

於
f

蕩

i

般
に
關
し
て
見
る
身

ば
「

其
れ
等
は
景
氣
霜
に
對
し
て
逆
の
循
環
的
態
f

示

す

傾

向
P

 

I r
J P

p

* ^

と
納
括
し
得
る
。斯
べ
て
，
'一
般
的.に
消
費
者
に
近
..い
滴
品
貯
藏
量
：■

氣
循
環
に
對
士 

-

I 

'

I下
泛
應
じ
て
增
減
し
*

§

|

の
資
源
6

.
い

も

の

：
は

霉

爲

向

を

？

と

■

得

る

。i

五
V
V 

1

令

'

#
小

霱

の

貯

藏

量
.I

.て

讓

が
>

1

者

の
I

I

就

て
1

1

1

^

等
l

:

s

l

略
I

直

出

し

つ
i

l

l

一

八

靡

、
愛

問
f

 

I

羅

者

の

讓
|

に

顏
M

l

I

か
の
疑
で
あ
る
。
.「

今
や
吾
人
は
確
か
に
生
産
者
貯
藏
量
と
商
f

貯
藏
量
の
運
輯
は
相
互
：に
止
揚
さ
る
べ
き
事
を
ー
應
鳴
ノ 

得
る
、

®
 四
六)

.
ノ

.
: 

-

'

.

〗

若
し
之
等
兩
者
の
景
氣
循
環
に
對
す
る
順
1

關
係
が
其
の
轉
囘
の
時
點
に
於
セ
又
其
：の
大
I

t

正
.確
に
：一
致
し
て
示
さ
れ
る
.：

な
ら
ばk

か
る
異
論
も
其Q

成
立
を
麗
し
得
る
。
併

し

乍

ら

靈Q.

如

く

婺

Q

運
動
に
於
て
景
氣
循
環
感
し
：で
.
I

な

りlag-’

f

が
認
め
ら
れ
又
其Q

-
K
f

常
柒
同
で
あ
る
。
即
ち
先
づ
轉
囘
點
に
就
て
見
て
も
、
大

體

に

於

て

囊

者

顏

S

場
合
忙

は

苕

.坐
產
者
貯
藏
量
i

合
に
は
概
し
て
I

:
な
り
と
す
れ
ば
、
緊

す

る

如

く

、
双
方
の
完
全
.な
對
立
的
な
一
般
は
存
せ
ず
凡
.ゆ
.

る
場
合
に
I

が
見
出
さ
れ
る
？
、例
へ
.ば
好
況
初
期
に
.は
商
品
貯
藏
量
f

に
‘就
て
其
の」

般
的
衰
退
が
行

は

れ

i

l

に

は

.一
ぬ
 

M

昇
が
見
ら
れ
る
如W

で
.あ
る
0
,
:
' 

_

. 

-
f- 

•
.
.
.
.
.
, 

.. 

•
• 

■

-
-

i

i

更
に
其Q

大
ざ
の
.不
一
致
.に
就
.て
.
.
'例

.へ
ば
.不

況

.後

期

に

於

で

•
逆

型

た

.る

.生

產

者

貯

藏

義

少
を
袖
つ
て
餘
氛
る
際
に
、
之I

.
生

產

者

鑛
I

I

の
I

初
期
に
於
て
f

使
用「

振

て

慶

に

參

加

し

含

で

彼

等

は 

1

の
.
形
t

イ
を
受
け
る
。
其
の
際
に
そ
れ
等
は

(

.

一)

工
業
的
消
費
者
の.
手
_

し
，て.
從
：.っ
^
蟇
 

^

鱟

氣

赞

環

.
ミ

旃

品

腔

藏

最

の

關

係

T * -"•

o

i

v



#
氣
掀
環
墓
磨
鐵
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關

係

r
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(

二
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D

 

®

 %

と
し
’て
生
產
激
か：

ら
商
業
者
.へ
移
行
す
る
場
合
に
は
V
:そ
れ
等
.が
完
成
さ
れ
た
生
産
申
段
た
る
限
り
®

て
禅
び
坐
產
過
程
へ
戾 

•る
。
併
し
乍
ら
其
れ
等
が
坐
.鹿
者
.か
ら
商
業
者
へ
移
行
ず
る
'坐
存
資
料
.な
：ら
.ば
、
.
.其れ等
は市場べ
流入し其
處.
で

る

 

に
至
る
々「
好
況
期
に
於
て
之
等
貯
蔵
曩
の
轔
る
形
態
變
化
は
斯
く
て
財
貨
の
：單
な
：る
場
所
的
變
動
を
意
味
さ
ず
、寧
ろ
そ
'.れ
は
擴
火
さ 

れ
た
坐
產
の
結
果
で
あ
る」

。(

骷
四
七)

而
し
て
全
般
的
に
見
て
商
品
貯
藏
量
の
態
様
は
景
氣
循
環
と
關
聯
し
て一

の
重
要
な
る
原
因
的
要
素
を
形
成
す
る
と
見
て
差
支
な
か 

ら
ぅ
。
蓋
し
好
況
期
.の
後
期
に
於
け
る
卸
？
小
賣
商
の
手
許
.に
於
け
る
商
品
貯
鏃
量
.'の
.累
積
は
早
晚
完
成
品
の
坐
產
者
の
受
け
る
註
文 

の
減
少
及
其
の
出
貨
率
の
減
少
を
起
す
一
.要
因
で
あ
る
P
即
ち
順
型
の
商
品
を
坐
產
す
る
生
産
者
に
於
て
其
の
作
業
率
は
短
縮
さ
れ
、 

之
は
驄
て
屈
傭
狀
勢
の
變
化
、

i
般
購
買
力
の
泜
下
等
一
般
事
業
狀
態
に
惡
影
響
を
與
へ
る
に
至
る
。，
一
方
逆
型
の
商
品
の
場
合
に
は 

其
の
蓄
積
は
不
況
期
に
於
て
卸
*
小
寶
商
に
ょ
る
購
入
及
順
型
商
品
の
生
產
及
出
貨
が
減
少
し
始
め
た
後
に
益
}
增
大
す
る
。
其
の
限 

り
に
於
て
は
順
型
貯
藏
量
の
如
く
其
の
過
大
ょ
り
し
て
一
般
景
氣
惡
化
の
原
因
と
は
な
ら
な
い
が
、
不
況
が
長
期
に
百I

り
且
つ
激
烈
な 

場
合
.に
は
、
時
に
斯
か
る
逆
型
貯
藏
量
を
保
貧
す
る
.產
業
も
其
の
.貯
藏
を
停
止
し
且
つ
之
を
速
か
.に
處
分
ぜ
ね
：ば
：な
ら
ぬ
必
要
.に
迫
ら 

ぐ
れ
る
。
然
る
時
、
斯
如
る
破
壞
的
な
縮
少
は
' r

般
景
氣
循
環
に
影
響
を
與
'へ
■不
況
期
を
延
長
ず
.る
と
共
に
其
の
囘
復
を
し
て
困
難
な
ら 

し
め
る
々
'
- 

;
パ

■
•

:

,

•

-

:

.

.

.

.

.

, 
:

,

.

.

.

へ
)

經
，濟
諸
過
程
の
進
行
が
一
の
均
衡
狀
態
を
維
持
し
な
.が
ら
續
け
ら
れ
る
と
假
定：

す
れ
ば
其
處u

は
坐
產
と
消
費
の
直
接
的
投
合
が
-行 

に
れ
從
つ
て
何
等
の
商
品
貯
藏
量
も
坐
じ
な
い
_

で
あ
る
。
然
る
に
.現
實
の
經
，濟
狀
勢：

に
於
：て
は
斯
か
る
完
全
な
る
均
衡
狀
藤
.は
決
し 

.て
實
現
さ
れ
ず
常
に
何
等
か
の
變
動
が
坐
ず
る
。
即
ち
一
產
業
の
作
業
は
常
に
生
産
と
消
費
の
均
衡
點
の
周
圓
を
變
動
し
、
本
研
究
の 

見
地
よ
り
し
て
之
等
變
動
中
最
も
軍
要
な
る
も
の
が
循
環
的
變
動
な
0
で
ぁ
^.
0'
#
し
で
或
期
間
に
ぱ
生
產
.は
消
費
を
凌
駕
1.
-
て

貯

藏

量
が
蓄
積
さ
れ
、
他
の
期
間
に
は
消
費
が
生
產
を
超
え
て
貯
藏
量
は
消
耗
さ
れ
る
。
斯
く
て「

如
何
な
る
場
合
に
も
商
ctl
l
l
g藏
量
は
存 

柱
し
且
つ
產
業
遂
行
上
の
®
要
要
素
を
形
成
す
る
o」

ctu
四
八
V

而
し
て
商
品
辟
藏
量
が
過
剩
に
蓄
積
さ
れ
た
場
合
に
は
此
の
.事
ょ
り
し
て
事
業
の
行
過
ぎ
を
鮮
吿
し
、
貯
藏
量
が
不
足
し
た
場
合
に 

は
事
業
活
動
の
不
充
分
を
暗
示
す
る
が
故
に
今
や
商
品
貯
藏
量
は
總
括
的
に
見
て
生
產
消
費I

一
過
程
間
の
最
も
有
力
な
均
衡
要
因
と
し 

て
の
職
能
を
附
與
さ
れ
る
。
即
ち「

異
つ
た
率
で
循
環
的
に
進
行
す
る
事
が
必
要
な
、
又
は
望
.ま
し
い
經
濟
的
諸
過
程
間
の
綾
衝
器
と
し 

て
働
く
蕻
が
商
品
貯
藏
量
の
一
般
的
な
循
環
的
職
能
で
ぁ
る」

。(

胜
四
九〕

.
8 四
三)

 ̂

w
. 

s
g.
g
ぶ 

I
. 
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§
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(

!!
:
•西
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 ̂

Blodgett, ibid. p. 104.

8

四
五〕

J
.
M
.

Q
a
rfrStrategic Factors 

etc. 

p
.

01
3•
彼
に
於
て
は
順
型
の
例
と
し
て
、
百
貨
店
の
貯
藏
品
、H

場
に
於
け
る
棉
、讓

板

、

又
逆
型
の
例
と
し
て
は
芯
汕
、
セ
メ
ン
ト
、
熔
鑛
爐
中
の
鐵
鑛
、
砂
糖
、
精
製
銅
等
が
示
：さ
れ
る
。

(

註
四
六
V V. 

F. W
a
g
ner, ibid. s. 46.

(

註
四
七)

V, F. Wagner, ibid. S. 47.

(

註
四
八)

户

ff
l
,
sQ
^
g
g
^
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cr
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. p

.

M
0
7
.
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餘
四
九)

户

wBlodgett, ibid. 

P.94.
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